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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録

に
向
け
「
八
代
妙
見
祭
ユ
ネ
ス
コ
支

援
応
援
隊
」
が
９
月
29
日
に
発
足
。

　

構
成
団
体
は
八
代
妙
見
祭
保
存
振

興
会
や
八
代
経
済
開
発
同
友
会
、
八

代
商
工
会
議
所
、
八
代
市
商
工
会
、

八
代
青
年
会
議
所
、
八
代
よ
か
と
こ

宣
伝
隊
、
熊
本
県
、
八
代
市
の
８
団

体
で
す
。

　

平
成
28
年
秋
の
登
録
決
定
を
目
指

す
と
と
も
に
、
妙
見
祭
が
地
域
の
力

に
な
る
よ
う
「
八
代
の
宝
か
ら
世
界

の
宝
へ
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

八
代
妙
見
祭

ユ
ネ
ス
コ
支
援
応
援
隊

　
　
　
　
　
　  

発
足
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山頭火の直筆資料鑑賞・山頭火シンポジウム
くまもと県南フードバレーフォーラム
ＮＴＴ西日本　電線を地中化
優良商品賞受賞の報告と新商品披露
彦一とんち話を観光づくりに活かそう
鏡小学校敷地内通路の舗装寄附
  　　　　　　　　　　　　 　　他10件

★

　｢おはようございます｣ ｢いってらっしゃ
い｣ ｢いってきます｣ の元気なあいさつが
飛び交う鏡町四つ角近くの横断歩道で、
児童の安全な登校などを見守るのは、交
通指導員歴 36 年の古島規雄さんだ。鏡町
交通指導隊の隊長として、毎週月曜日と
木曜日の朝 7 時から 8 時半まで、街の交
通安全を見守っている。子どもたちが笑
顔で手を振る姿に ｢子どもたちの笑顔が
見られて嬉しいですね｣ と語る。
　市政協力員や区長なども務める古島さ
んは、東陽町の河俣出身。高校生の頃は
138kg の体格を生かし、相撲部のエース
として活躍。県大会で優勝するほどの実
力者だった。高校卒業後は鏡町で事業を
展開し、今年で 56 年目。清涼飲料を製
造から販売まで行う九州保健飲料工業の
設立をはじめ、乳酸菌、えのき茸、肥料、
青果物の製造・販売、そしてレンタカー
事業を 1 代で創り上げた。常に考え、先
読みしながら行動してきた結果が現在に
つながり、若い頃に挑戦したさまざまな
経験が今後行動する際の自信にもなって
いるそうだ。

人の役に立ち
名の残る人材になりたい

古島　規
の り

雄
お

 さん  　（鏡町）

　古島さんがさまざまな分野で活躍する
ようになったのは、戦時中、疎開してき
た人たちに寝床や食事を提供した経験を
通して「人の役に立つことをしていきた
い」と思ったのがきっかけだった。その
思いを胸にいつも行動を起こしている。
鏡小学校の校門から玄関前までは土の通
路のため、雨天時にはぬかるみ、児童の
靴や玄関のアスファルトが土で汚れるこ
とを知った。そして今年 9 月、全長約
55m、幅 1.3 ～ 3.1m の通路をアスファ
ルト舗装し、長さ 2.5m の側溝設置を寄
附した。児童から『舗装後、雨天時でも
靴は濡れず汚れることもありません。歩
きやすくなって気持ちがいい』とのお礼
の言葉や感謝の寄せ書きが贈られた。保
護者からもお礼を言われ、「保護者も、子
どもの靴が汚れるのを気にしていたのだ
と思う。感謝の言葉は本当にありがたい」
と古島さん。人の役に立ち人から感謝さ
れることは、とても幸せなことであると
再確認したという。
　県外の大学に進学している孫が帰って
きたらドライブでもしたいという、古島
さんの最終目標は「名の残る人材になる
こと」である。新年を迎える前には、市
役所本庁や地元の鏡支所の玄関に高さ約
3 ｍの門松を毎年寄附しており、今年も
その予定だ。
　古島規雄さんの貢献は、既に人々の記
憶、そして八代市の歴史にも刻まれてい
る。▲子どもたちの安全な登校を支える古島さん

広報やつしろは、市ホームページ
でもご覧いただけます。

トップページ → 総合案内 → 広報やつしろ
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五家荘 紅葉祭
～ 11月 20日㈭まで

●おすすめ観光スポット
せんだん轟の滝 樅木の吊橋

梅の木轟公園吊橋

落差 70m を一気に下る迫力満点の滝。
五家荘では滝のことを「轟」と呼ぶ。岩

長さ 116m・高さ 55m で、上下の補
助のロープや支柱を使わない特殊な技
法でできた吊橋。シンプルな橋で四季
折々の渓谷美が味わえる。吊橋の先に
は、「昇竜の滝」や「梅が枝の滝」も
ある。

以前は生活のためのかずら橋だった
が、現在は地元の杉や栗の木を使った
長さ 72m・高さ 35mの「あやとり橋」
と、長さ 59m・高さ 17m の「しゃく
なげ橋」の２つの橋からなる親子橋。

 紅葉祭問合せ先　泉町紅葉祭実行委員会事務局（泉支所総務振興課）☎ (0965)67-2111
　　　　　　　　ホームページ   http://www.gokanosyo.net/（五家荘ねっと）

頭から噴き出
る水音はまさ
に轟くように
響く。駐車場
から滝壺まで
は遊歩道が整
備されてお
り、その迫力
を間近に感じ
ることができ
ます。
日本の滝百選
の一つ。

泉町五家荘地区一帯で「五家荘紅葉祭」が開催されます。
自然豊かな五家荘地域は九州でも有数の紅葉スポット。
紅く彩られた五家荘の山々で紅葉狩りを楽しみませんか。

五家荘観光周遊バス試験運行（無料）　～ 11 月 24 日㈪まで　予約・問合せ先　☎ (0965)67-5888
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八
代
妙
見
祭お

下
り

お
上
り

　
寛
永
９
年
（
１
６
３
２
年
）
に
八
代
城
主
と
な
っ
た
細ほ

そ
か
わ
た
だ
お
き

川
忠
興
は
、

入
城
以
来
、
在
城
14
年
間
に
妙
見
祭
の
振
興
に
心
魂
を
傾
け
ま
し
た
。

　
寛
永
13
年
（
１
６
３
６
年
） 

に
寄
進
し
た
神
輿
の
天
井
に
は
、
自
ら

龍
の
絵
を
描
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
忠
興
の
没
後
は
、
八
代
城
に
入
城
し
た
松
井
氏
が
そ
の
遺
志
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、元
禄
期
以
降
、行
列
に
獅
子
、奴
、

笠
鉾
、
亀
蛇
な
ど
が
お
供
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
町
衆
や
百
姓
衆
も
参
加
し
て
天
下
泰
平
を
楽
し
む
祭
礼

へ
と
発
展
し
、
今
日
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

神
幸
行
列
の
由
来

妙見祭の１カ月

　
八
代
神
社
（
妙
見
宮
）
に
納
め

て
い
た
獅
子
頭
の
封
印
を
解
き
、

舞
を
奉
納
し
ま
す
。

　
そ
の
年
に
奉
納
さ
れ
る
飾
馬
の

計
測
と
お
は
ら
い
を
し
ま
す
。

　
獅
子
頭
を
封
印
し
、
神
社
に
納

め
ま
す
。
ま
た
翌
年
の
神
馬
奉
納

者
を
決
定
し
ま
す
。

　
砥
崎
河
原
上
流
の
妙
見
中
宮
で

祭
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
神
輿
と
神
馬
を
中
心
と
す
る
行
列

が
塩
屋
八
幡
宮
に
向
け
て
出
発
し
ま

す
。

　
七
五
三
で
も
有
名
な
浅
井
神
社

（
八
王
社
）
の
祭
り
で
、
獅
子
舞
と

神
馬
を
奉
納
し
ま
す
。
午
後
か
ら

は
、
松
浜
軒
の
庭
園
で
も
獅
子
舞

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

■ 

11
／

１
㈯  

正
午  

注し
め
お
ろ
し

連
卸

■ 

11
／

11
㈫  

午
前
７
時   

馬う
ま
ぞ
ろ揃
い

■ 

12
／

１
㈪  

午
前
11
時   

注し
め
お
さ
め

連
納

■ 

11
／

18
㈫  

午
前
11
時   

中
宮
祭

■ 

11
／

22
㈯  

午
後
２
時

■ 

11
／

23
㈰
㈷  

午
前
７
時
30
分

■ 

11
／

15
㈯  

午
前
11
時   

浅
井
神
社
大
祭

 

行
列
（
お
下
り
）

 

行
列
（
お
上
り
）

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」　

11
月
22
日
㈯

午
後
２
時

八
代
神
社
発

午
前
７
時
30
分

塩
屋
八
幡
宮
発

11
月
23
日
㈷
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食
の
祭
典
「
妙
見
楼
」

　
午
後
５
時
～
８
時
30
分
（
が
ら
っ
ぱ
広
場
）

獅
子

笠
鉾

亀
蛇

郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ー 

ふ
る
さ
と
再
発
見 

ー

　
午
後
６
時
20
分
～
８
時
20
分

（
イ
ベ
ン
ト
広
場・メ
イ
ン
広
場・マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
会
場
）

11
月
22
日
㈯
　
午
後
５
時
～
８
時
30
分

11
月
23
日
㈰

午
前
７
時
30
分
～

　
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
に
出
し
物
が
勢
ぞ
ろ
い
。
９
つ
の
笠
鉾
、
亀
蛇
、
獅
子
な
ど

が
立
ち
並
び
、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
一
帯
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
妙
見
祭
の
出
し
物
の
行
列
（
お
上
り
）
は
、
塩
屋
八
幡

宮
か
ら
妙
見
宮
ま
で
、
約
６
㎞
を
歩
き
ま
す
。
行
列
に
参

加
す
る
人
は
、
お
よ
そ
１
６
０
０
人
も
い
て
、
行
列
の
長

さ
は
１
㎞
以
上
に
な
り
ま
す
。

御
夜
茶
会
０

　
午
後
５
時
～
８
時
30
分  （
旧
関
口
玩
具
）

・
限
定
２
０
０
席
程
度
　
無
料

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
～
塩
屋
八
幡
宮
で

各
出
し
物
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。

先
着
２
０
０
人
。
景
品
交
換
は
午
後
６

時
～
（
本
町
三
丁
目
）。

※
景
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了
。

※
舞
踊
八
代
「
絆
の
会
」
が
、
妙
見
祭
を
女
性

の
彩い

ろ

と
香
か
お
り
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
創
作
し
た
舞
踊
。

　
獅
子
は
、
角
２
本
、
胴
が
赤
と
白

の
雄
獅
子
と
角
１
本
、
胴
が
赤
と
黄

色
の
雌
獅
子
で
１
対
で
す
。
玉
振
り

役
の
童
子
と
一
緒
に
チ
ャ
ル
メ
ラ
や

太
鼓
、
ド
ラ
に
合
わ
せ
て
表
情
豊
か

に
演
じ
ま
す
。

　
笠
鉾
は
、
八
代
城
下
の
町
々
か
ら

奉
納
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
部
で

９
基
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ

ン
が
異
な
り
、
商
売
繁
盛
や
子
孫
繁

栄
な
ど
の
お
め
で
た
い
飾
り
が
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
亀
蛇
は
、
亀
と
蛇
が
合
体
し
た
想

像
上
の
動
物
で
す
。
そ
の
昔
、
妙
見

神
が
亀
蛇
に
乗
っ
て
海
を
渡
っ
て
来

た
と
い
う
伝
説
に
ち
な
ん
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
全

長
３
ｍ
、
幅
は
２・
５
ｍ
、
重
さ
は

１
０
０
㎏
以
上
も
あ
り
ま
す
。

・

久
連
子
古
代
踊
り
（
泉
町
）、
坂
よ
り
上
棒

踊
り
（
東
陽
町
）、
芝
口
棒
踊
り
（
鏡
町
）

・

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
０

　
午
後
５
時
30
分
～
８
時

ポ
ニ
ー
、
ガ
メ
ロ
ボ
練
り
歩
き

　
午
後
５
時
30
分
～
　（
本
町
一
丁
目
～
三
丁
目
）

八
代
妙
見
紅
道
中

　
午
後
６
時
～
（
肥
後
銀
行
八
代
支
店
前
→
本
町
一

丁
目
交
差
点
）

ホ
イ
ホ
イ
出
発
式

　
午
後
６
時
～
　（
市
社
会
福
祉
協
議
会
前
）

子
供
能

　
午
後
７
時
～
　（
市
社
会
福
祉
協
議
会
前
）

 
御ご

夜や

 

お
上の

ぼ

 

り

 

行
列

１
　
獅し

し子

２
　
花は

な

奴や
っ
こ

３
　
木き

ん

馬ま

４
　
鉄て

っ
ぽ
う砲

５
　
毛け

槍や
り

６
　
白し

ら

和に

ぎ

て弊

７
　
籠か

ご

８ 

笠
鉾 

菊き
く

慈じ

童ど
う

９
　
神し

ん

馬め

10
　
神し

ん

馬め

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

11
　
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

武む

者し
ゃ

12
　
大お

お

麻ぬ
さ

13
　
大お

お

太だ

い

こ鼓

14
　
神し

ん
か
ん官

15
　
阿あ

す

は

の

か

み

須
波
神

16
火ひ

の
お
う王・水み
ず
の
お
う王・

　
　
風か

ぜ
の
お
う王

17  

奏そ
う
が
く
お
お

楽
大
太だ

い

こ鼓

18
　
奏そ

う
が
く楽

19
　
四し

神し
ん

旗き

20
　
紙し

幣へ
い

21
　
弓ゆ

み

矢や

22
　
対つ

い

の
槍や

り

23
　
御お

ん

太た

ち刀

24
　
神み

輿こ
し

25
　
長な

ぎ
な
た刀

26
　
紫

む
ら
さ
き

翳さ
し
は

27
　
菅す

げ

翳さ
し
は

28
　
立た

て
が
さ傘

29
　
斎さ

い
し
ゅ主

30 

笠
鉾 

本ほ
ん

蝶ち
ょ
う

蕪か
ぶ

31 

笠
鉾 

蘇そ

鉄て
つ

32 

笠
鉾 

西せ
い
お
う王
母ぼ

33 

笠
鉾 

猩し
ょ
う
じ
ょ
う々

34 

笠
鉾 

蜜み

柑か
ん

35 

笠
鉾 

恵え

び

す

比
須

36 

笠
鉾 

松ま
つ

37 

笠
鉾 

迦か

陵り
ょ
う

頻び
ん

伽が

38
　
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬

39
　
亀き

だ蛇（
ガ
メ
）

40
　
飾か

ざ
り

馬う
ま（

花
馬
）

行
列
の
順
番
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祭りをより間近で感じる　桟敷席 販売中

国 道 ３ 号 線

●八中

砥
崎
橋

　八代神社
●(妙見宮)

●市立
　病院

宮地小●

宮地小
運動場●

●ダイハツ

水 無 川

地区外車両進入禁止

指定方向外
進行禁止

●本町交番

旭中央通

車両進入禁止

九州産交●

●中田精肉店

　　塩屋
　●八幡宮

至  港

車両進入禁止

ＪＲ八代駅
8:30から一時的交通規制

国 道 ３ 号 線

至
大
村
橋セブンイ

レブン●

熊本菓房●
お菓子の
彦一本舗●

神幸行列進行中
の一方通行可

車両進入禁止

車両通行止め

指定方向外
進行禁止

至
日
本
製
紙

8:30から交通規制
大手町～八代駅周辺

7:30から交通規制
本町一丁目交差点

6:30から交通規制
塩屋八幡宮周辺

駅前交番●

●ゆめタウン

至本町アーケード

 

建馬交差点

本町アーケード

●丸田病院

西宮町

日本製紙
グラウンド

藤浦本店●

9:00
　 ～18:00 9:00～21:00

9
:
0
0
～
1
8
:
0
0

二
之
町

肥薩おれんじ鉄道
　　八代駅

肥後銀行●

　セブン
●イレブン

　ホテルウィング
●インターナショナル熊本八代

　　　　　　15:15頃から 

※笠鉾等が萩原交差点通過後に規制開始

車両進入禁止規制区間と規制時間

9
:
0
0
～
1
8
:
0
0

●砥崎河原

宮地交番●

■
塩
屋
八
幡
宮
付
近
　
午
前
６
時
30
分
～

　
建
馬
町
交
差
点
～
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
方
面
は

車
両
進
入
禁
止

■
宮
地
付
近
　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
　

   

八
代
神
社（
妙
見
宮
）周
辺
は
車
両
進
入
禁
止
　
　

　
国
道
３
号
追
分
バ
ス
停
～
八
代
神
社（
妙
見
宮
）の
県

道
は
午
前
９
時
～
午
後
9
時
車
両
進
入
禁
止（
左
図
参
照
）

■
八
代
駅
前
付
近
　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
頃

　
八
代
駅
前
演
舞
会
場
へ
は
車
両
進
入
禁
止

■
本
町
付
近
　
午
前
７
時
30
分
～

　
旭
中
央
通
方
面
か
ら
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
方
向

へ
は
車
両
進
入
禁
止

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

23
日
の
交
通
規
制

 
お
上 

り
 

見
ど
こ
ろ
ｍａ
Ｐ

▼ 砥崎河原マス席（33 マス×３列）

【販売所】八代商工会議所、八代駅観光案内所、八代神社
【問合せ】　八代商工会議所　☎ 32-6191

※１マス６人まで可
前列 ･･･18,000 円　中列 ･･･15,000 円　後列 ･･･12,000 円

※ハートフルゾーンは車椅子専用桟敷席です。対象は車椅子利用者（介
　 助者1人含む）のみです。観覧席などの場所取りは自己責任となります。
　やつしろハーモニーホール演舞会場（無料）にも設置しています。

▼ 八代駅前（168 席＋ ハートフルゾーン８席）

１席 ･･･2,000 円

※

神幸行列経路

臨時駐車場

シャトルバスバス停

シャトルバス運行経路 （新八代駅 ～ 県地域振興局 ～ 追分臨時バス停 ～ 球磨川スポーツ公園） 
雨天時などのシャトルバス運行経路

図書館

県地域振興局

球磨川
スポーツ公園

至熊本

八代ＩＣ

日本製紙
グラウンド

球磨川

球磨川

市役所

松浜軒

八代
城跡

塩屋八幡宮（出発）
7:30  神 幸 行 列
8:00  亀蛇・飾馬

御夜会場

本町札の辻
19:30  獅子舞

ハーモニーホール（演舞）
8:30  行 列 先 頭 到 着
　　　［行列順に演舞］

※ハートフルゾーン

砥崎河原（演舞）
12:30  獅子舞
13:10  花　奴
13:20  木 馬［以下、行列順に演舞］
14:15  亀　蛇
14:30  飾　馬

※桟敷席・マス席（有料）

妙見中宮
14:30  神輿・神馬・獅子舞

八代駅前（演舞）
  9:00  子供獅子・子供奴
  9:30  行列順に演舞
10:20  亀蛇・飾馬
　～11:30
※桟敷席（有料・ハートフルゾーン）

宮地小学校グラウンド
10:00 ～ 16:00  妙見座
 （八代の食と物産フェア）
11:00 ～ 12:30  
笠鉾・亀蛇・木馬・籠を展示
13:00
神幸行列が砥崎河原へ出発

臨時駐車場からシャトルバスを運行します。（8:00 ～ 18:00）
雨天などの事情で一部の神幸行列が中止となる場合、本町アーケード街で笠鉾など
を展示し、近くに臨時バス停を設置します。

※参道 9:00 ～ 21:00（一部は 18:00 まで）
宮地町・妙見町周辺交通規制
 9:00 ～ 21:00 

 

関
連
イ
ベ
ン
ト

博物館

9:15  亀蛇・飾馬

八代神社（妙見宮）
11:00  神輿到着
11:15  獅子舞
　～12:15 （境内および神社前）
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連
携
事
業

 
関
連
イ
ベ
ン
ト

八代妙見祭フォトコンテスト
題  　材  ：今年の八代妙見祭期間中（11/1～12/1）の
　　　　　行事や風景など　　　　　  ※ 1 人３作品まで

応募締切：平成26年12月1日㈪　当日消印有効

結果発表：平成26年12月下旬

賞：グ ラ ン プ リ  1 人    賞金10万円・賞状・副賞
　　準グランプリ  １人    賞金  5万円・賞状・副賞
　　入賞  8人　賞状・副賞

提出先：〒 866-8601 八代市松江城町 1-25     
八代妙見祭保存振興会（事務取次  市文化まちづくり課）

『八代妙見祭フォトコンテスト』係

参加者・ボランティアスタッフ

　出し物（笠鉾、飾馬）の参加者やボ
ランティアスタッフ（衣装着付け、運
営・案内）を募集しています。参加資
格など詳しくは、ホームページをご覧
ください。

八代妙見祭保存振興会
（事務取次 市文化まちづくり課）

☎ 070-5813-8246

八代妙見祭ホームページ

http://www.myouken.com/

募集

八 代 妙 見 祭 Ｈ Ｐ http://www.myouken.com/ 
八代妙見祭 facebook ページ　http://www.facebook.com/myokensai 
砥崎河原からライブ中継　ごろっとやっちろ http://www.gorotto.com/ 
砥崎河原から実況ラジオ　エフエムやつしろ　76.5MHz

八代妙見祭に関する問合せ

■
妙
見
祭
を
世
界
の
宝
へ

■
妙
見
祭
笠
鉾
組
立
見
学
ツ
ア
ー

■
ち
び
っ
子
妙
見
祭

■
妙
見
祭
笠
鉾
見
て
さ
る
く
ウ
ィ
ー
ク

　
in
本
町
商
店
街

■
八
代
の
未
来
を
語
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
妙
見
座

県
地
域
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

八
代
の
食
と
物
産
フ
ェ
ア

・
講
演
会
・
討
論
会 

第
４
回

・
妙
見
祭
出
し
物
展
示

日
時
　
11
月
７
日
㈮
　
午
後
７
時
～

場
所
　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

講
師
　
溝
辺
浩
司
氏
（
県
文
化
課
）

日
時
　
11
月
16
日
㈰
　
午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所
　
市
役
所
駐
車
場

申
込・問
合
せ
　
文
化
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　  

☎
33
４
５
３
３

日
時
　
11
月
16
日
㈰

　
　
　  

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所
　
厚
生
会
館
、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街

出
演
予
定
団
体
　
子
供
獅
子
、
子
供
奴
、
木
馬
、
子
供
亀
蛇
、

子
供
飾
馬
、
地
域
伝
統
芸
能
団
体
な
ど

日
時
　
11
月
16
日
㈰
～
22
日
㈯
　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
　
が
ら
っ
ぱ
広
場
（
本
町
一
丁
目
）

主
催
　
ま
ち
な
か
活
性
化
協
議
会

日
時
　
12
月
14
日
㈰
　
午
後
４
時
30
分
～

場
所
　
セ
レ
ク
ト
ロ
イ
ヤ
ル
八
代

主
催
　
八
代
経
済
開
発
同
友
会

日
時
　
11
月
23
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
　
宮
地
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
八
代
演
能
会

日
時
　
11
月
14
日
㈮
　
午
後
６
時
開
演

場
所
　
厚
生
会
館

料
金
　
全
席
指
定
３
０
０
０
円

問
合
せ
　
八
代
商
工
会
議
所
　
☎
32
６
１
９
１

笠
鉾
な
ど
の
出
し
物
が
週
替
わ
り
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
伝
統
行
事
の
継
承
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
「
ち
び
っ
子
妙
見
祭
」
を
開
催
。

　
ア
ー
ケ
ー
ド
内
で
の
笠
鉾
展
示
案
内
や
妙
見
祭

グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
。

　
八
代
妙
見
祭
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

に
向
け
た
応
援
活
動
と
八
代
の
未
来
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
つ
い
て
」

「
チ
ャ
ン
ス
到
来
！
活
か
せ
る
か
!?
八
代

  

私
な
ら
こ
の
一
手
！
」

12
／
８ 

㈪ 

～
14 

㈰

12
／
１ 

㈪ 

～ 

７ 

㈰

11
／
24 

㈪ 

～
30 

㈰

11
／
10 

㈪ 

～ 

16 

㈰

11
／
３
㈪ 

～ 

９ 

㈰

展 

示 

中  

～ 

11
／
２ 

㈰

展
示
期
間

迦
陵
頻
伽

松蜜
　
柑

猩
　
々

西
王
母

蘇
　
鉄

ギ
ャ
ラ
リ
ー
衆

              

場        

所

亀
　
蛇

亀
　
蛇

恵
比
須

籠木
　
馬

木
　
馬

本
町
３
丁
目
展
示
場

	

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
衆
…
八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
隣

　
本
町
３
丁
目
展
示
場
…
３
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
事
務
所
前



平成27年 4月から始まる「子ども・子育て支援新制度」により、保育園や公立幼稚園の
入園に伴う申請や保育料の決定方法が一部変更になります。

◆施設利用に伴い、各家庭の希望や状況に応じた認定が必要です。認定の手続きは保育園・幼稚園の入園手続きと
　一緒に行っていただきます。
　子どもが満3歳以上で幼稚園を希望する場合　→　1号認定：幼稚園、認定こども園
　子どもが満3歳以上で保育が必要な場合　　　→　２号認定：保育園、認定子ども園
　子どもが満3歳未満で保育の必要な場合　　　→　３号認定：保育園、認定こども園、地域型保育
　※幼稚園や認定こども園、地域型保育（小規模保育所や事業所内保育所）は、希望する施設へ直接申込みとなります。
　※一部の施設は認定を受けなくても利用できる施設があります。

保育園・八代市立幼稚園の
入園申込みについて

保育園入園申込み

平成 27 年度

受付期間　　平成26年11月17日㈪　～　12月12日㈮
受付場所　　入園希望の保育園、市役所こども未来課、各支所市民福祉課（鏡支所は健康福祉課）
★申込書は、保育園・こども未来課・各支所で配布します。
★期間内に申込みができない場合は、選考上、不利になることがあります。
★入園決定は3月上旬、保育料決定は3月下旬の予定です。申請者にはがきで通知します。

問合せ　こども未来課☎３３－８７２１
　

児
童
を
保
育
で
き
な
い
家
族
に
代
わ
り
保
育
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

0
歳
児
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
、
年
齢
と
個
々
の
発
達

に
応
じ
て
適
正
な
乳
幼
児
保
育
（
養
護
と
教
育
）
を
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
父
母
が
保
育
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
要
件

で
す
。

① 

父
母
が
就
労
し
て
い
る
。

② 

母
が
出
産
の
前
後
で
あ
る
。（
入
園
期
間
は
出
産
予
定
日

　

 

の
前
後
３
カ
月
）

③ 

父
母
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
。
障
が
い
を
有
し
て
い
る
。

④ 

家
族
の
看
護
や
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
。

⑤ 

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

⑥ 

父
母
が
求
職
活
動
を
継
続
中
で
あ
る
。（
入
園
期
間
は
3
カ
月
以
内
）

⑦ 

父
母
が
就
学
中
で
あ
る
。

⑧ 

社
会
的
擁
護
が
必
要
で
あ
る
。（
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
の
恐
れ
）

⑨ 

入
園
児
以
外
の
児
童
を
対
象
と
し
て
育
児
休
業
中
で
あ
り
、

 　
引
き
続
き
入
園
が
必
要
で
あ
る
。

⑩ 

そ
の
他
、
保
育
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

　

父
母
の
就
労
時
間
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
保
育
時
間
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
父
母
の「
就
労
時
間
が
月
１
２
０
時
間
以
上
」「
妊
娠
・
出
産
」

　
「
災
害
復
旧
」「
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
」
な
ど
の
場
合

　

→
保
育
標
準
時
間
（
保
育
時
間
が
最
長
で
１
日
11
時
間
）

◆
父
母
の
「
就
労
時
間
が
月
１
２
０
時
間
未
満
」「
求
職
活
動

　

中
」「
育
児
休
業
中
の
継
続
利
用
」
な
ど
の
場
合

　

→
保
育
短
時
間
（
保
育
時
間
が
最
長
で
１
日
８
時
間
）

※
そ
の
他
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
状
況
に
応
じ
て
標
準
・
短
時
間
を
認

　
定
し
ま
す
。

※
保
育
標
準
時
間
・
短
時
間
を
越
え
て
保
育
が
必
要
な
場
合
は
、
原
則

　
と
し
て
延
長
保
育
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

保
育
時
間
の
認
定

　
（
標
準
時
間
、
短
時
間
の
認
定
）

入
園
の
要
件
（
保
育
の
必
要
性
の
認
定
）

保
育
園
と
は

◆
児
童
の
父
母
の
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
な

　

お
、
4
月
～
8
月
の
保
育
料
は
平
成
26
年
度
の
市
民
税
課

　

税
額
、
9
月
分
以
降
の
保
育
料
は
平
成
27
年
度
の
市
民
税

　

課
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
父
母
の
収
入
合
計
が
２
０
０
万
円
以
下
の
場
合
と
、
ひ
と
り
親
世
帯

　
で
収
入
が
１
３
０
万
円
以
下
の
場
合
は
、
同
居
の
祖
父
母
な
ど
の
う

　
ち
、
家
計
の
中
心
と
な
る
人
1
人
分
の
課
税
内
容
を
加
算
し
ま
す
。

◆
同
一
世
帯
か
ら
同
時
に
2
人
以
上
入
園
す
る
場
合
は
、
保

　

育
料
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。
第
3
子
以
降
の
3
歳
未
満
児

　

は
無
料
に
な
り
ま
す
。

※
保
育
料
は
公
立
・
私
立
と
も
同
額
で
す
。

　

平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
、
児
童
の
父
母
が
八
代
市
内
に
居

住
の
場
合
、
特
に
提
出
書
類
は
あ
り
ま
せ
ん
。
八
代
市
外
に
居

住
の
場
合
や
平
成
26
年
1
月
2
日
以
降
に
八
代
市
に
転
入
し
た

人
は
、
平
成
26
年
度
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

定
員
を
上
回
る
入
園
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
次
ペ
ー
ジ
の

保
育
の
選
定
基
準
に
基
づ
き
点
数
化
し
、
指
数
が
高
い
児
童

か
ら
入
園
決
定
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
面
接
を
元
に
保
育
の
必
要
性
が
高
い
児
童
を
優
先

的
に
決
定
し
ま
す
。
面
接
は
第
1
希
望
の
保
育
園
で
行
い
、

日
時
は
園
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
兄
弟
姉
妹
に
入
園
中
の
園
児
が
い
る
場
合

　
は
面
接
不
要

※
優
先
例･･･

入
園
の
要
件
が
「
求
職
中
」

　
　
よ
り
「
現
在
就
労
中
」
の
家
庭
の
児
童

　
　
が
優
先

入
園
の
選
考
と
決
定

保
育
料
決
定
に
必
要
な
書
類

保
育
料
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保
育
園
の
選
考
基
準

保育の必要性の認定基準（保護者の状況） 指 数
就労   常勤、臨時、パート、自営業など 10 ～ 6
出産   出産予定日の前後３カ月 10

疾病・障がい   入院や障がいのため 10 ～ 3
看護・介護   病院への付き添いや介護のため 10 ～ 3

求職
  就労意欲があり、引き続きの在園が
  必要な場合 3

就学   大学や職業訓練のための通学 10 ～ 6
虐待・ＤＶ   ＤＶや児童虐待の恐れがある場合 10 ～ 6

育児期間
  育児休業中であり、引き続き在園が
  必要な場合 5

災害・その他   災害・その他上記以外の理由 10 ～ 3

保育の優先基準（家庭の状況） 指 数
  母子・父子世帯 15
  生活保護世帯 5
  失業に伴う求職活動 3
  社会的擁護が必要 10
  障がいを有している 3
  育児休業からの復職 10
  兄弟や姉妹が既に在園している 5

  その他（入園が望ましいと
  認められる世帯）

5 ～ 3

公立保育園 私立保育園 八代市　公私立保育園一覧表

　

各
保
育
園
の
保
育
時
間
や
定

員
、
延
長
保
育
な
ど
の
実
施
状

況
、
保
育
方
針
と
内
容
、
給
食
や

お
や
つ
、
病
児
の
対
応
、
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
位
置
図
な
ど
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
こ
ど
も
未
来
課
、

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は

健
康
福
祉
課
）
で
配
布
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
保
育
園
に
入
園
中
で
、

来
年
度
も
継
続
し
て
入
園
を
希
望

す
る
場
合
は
、｢
保
育
園
入
園
継

続
届｣

が
必
要
で
す
。
来
年
度
か

ら
園
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
も

同
様
で
す
。

　

届
出
書
類
は
、
11
月
下
旬
に
在

園
中
の
保
育
園
で
配
布
し
ま
す
の

で
、
12
月
5
日
㈮
ま
で
に
、
同
保

育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
の
提
出
は
、
入
園
希
望

月
の
前
月
20
日
が
締
め
切
り
日
で

す
。20
日
が
土
日･

祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
の
開
庁
日
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
27
年
3
月
の
入

園
申
込
み
は
、
1
月
20
日
㈫
で
締

め
切
り
ま
す
（
出
産･

入
院
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
く
）。

園
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す

在
園
児
の
場
合

年
度
途
中
の
入
園
申
込
み
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施 設 名 定員 所 在 地 電話番号

郡
築

郡築しおかぜ 70 郡築６番町 81-3 37-0426
白島ぎんが 45 郡築２番町 110-3 37-0202
昭 和 60 昭和明徴町 834-7 37-2393

宮
地

宮地さくら 45 宮地町 33 32-3470
バ ン ビ 60 西宮町 1452 34-3514

日
奈
久

み ず ほ 60 日奈久大坪町 3680-1 38-0462
天 真 40 日奈久上西町 372-4 38-0505

二
見

二 見 中 央 60 二見下大野町 131 38-9420
光 嶺 50 二見本町 982 38-9032

坂

本

あ さ ひ 50 坂本町鶴喰 2207-2 45-8736
川 岳 60 坂本町川嶽 2371-2 45-8305
真 愛 20 坂本町百済来上 2718-1 45-8809
わ か あ ゆ 50 坂本町西部ろ 243-10 45-3117

千

丁

千丁みどり 120 千丁町新牟田 1357-3 46-0088
あ け ぼ の 100 千丁町新牟田 141-1 46-0126
和 晃 60 千丁町古閑出 2211-3 46-2638

鏡

鏡 120 鏡町鏡村 190-4 52-0453
鏡 第 二 45 鏡町芝口 1-3 52-1267
北 新 地 60 鏡町北新地 710 53-9426
※北新地は、民営化により平成27年4月から私立保育園になる予定です。

有 佐 70 鏡町中島 1344 52-0508
鏡しらぬい 50 鏡町野崎 542 53-9304
文 政 110 鏡町両出 65-2 52-1055
文 政 第 二 50 鏡町貝洲 826-1 53-9454
若 葉 60 鏡町下有佐 252 52-1398

東
陽

河 俣 25 東陽町河俣 2620 65-2267
太 陽 40 東陽町南 3100-1 65-2214

泉
下 岳 45 泉町下岳 1687 67-2527
栗 木 25 泉町栗木 2657 67-2102

　
施 設 名 定員 所 在 地 電話番号

代
陽

白 鷺 90 本町２丁目 3-46 35-1820
つ る ま る 140 横手町 1648 34-1003

八

代

ゆかり乳児 70 八幡町 1-51-2 35-3093
八代ひかり 220 新地町 1-18 33-5391
ひかり夜間 20 新地町 1-27-4 33-5390
パ ー ル 80 築添町 1625-1 35-5782

太

田

郷

太田郷ひびき 60 日置町 308 32-3374
く お ん 90 上片町 1549 32-3051
夕 葉 70 若草町 3-5 32-7746
か ら た ち 40 萩原町 1 丁目 7-36 33-3722
た か ら 100 清水町 4-7 33-5502
八代ひまわり 90 井上町 330 34-7008
い ず み 90 植柳元町 5940 32-6067

麦

島

や す ら ぎ 60 古城町 2264-3 33-3538
キューピー 50 迎町２丁目 13-7 33-3395
八 代 白 梅 60 千反町１丁目 3-3 34-4501

松

高

杉 の 実 90 井揚町 2274 33-5503
し ら ぬ い 110 高小原町 1507-1 34-1002
八 代 双 葉 80 松崎町 453-4 32-3279

八

千

把

八 千 把 90 上野町 1268-2 35-7725
わ か み や 70 古閑中町 1356 35-3115
海 士 江 140 海士江町 3428 33-0343
わ ら び 120 田中西町 14-10 35-6388

高

田

高田あけぼの 60 本野町 522 32-3923
高 田 東 部 120 豊原上町 2920-2-4 32-4690
八代つくし 120 高下西町 2283 34-5308

金

剛

金剛みどり 60 高植本町 1609-2 32-5380
ひ の で 140 三江湖町 1427 35-9501
揚 町 80 揚町 35-2 35-6666

植柳

昭和

平成 26 年 11 月 1 日現在

※現在、栗木は休園中です。



平成 27 年度

八代市立幼稚園
園児募集

○
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
子
ど
も
が
初
め
て
出

　

会
う｢

学
校｣

で
す
。

○
子
ど
も
の
発
達
を
踏
ま
え
て
、
初
め
て
の
集

　

団
生
活
の
中
で
一
人
一
人
の
良
さ
や
、
可
能

　

性
を
伸
ば
し
ま
す
。

○
遊
び
を
大
切
に
し
た
教
育
を
行
い
ま
す
。
こ

　

の
時
期
に
思
い
切
り
遊
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
後

　

の
学
び
や
創
造
性
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

○
子
ど
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
通
し
て
、
上

　

手
く
人
と
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
言
葉
が
豊

　

か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自

　

然
の
美
し
さ
や
不
思
議
さ
な

　

ど
に
気
づ
き
、
小
学
校
以
降

　

の
学
習
の
基
盤
を
作
る
大
切

　

な
と
こ
ろ
で
す
。

・
学
年
始
休
業
日　

4
月
1
日
～
7
日

・
夏 

季 

休 

業 

日　

7
月
21
日
～
8
月
31
日

・
冬 

季 

休 

業 

日　

12
月
27
日
～
1
月
7
日

・
学
年
末
休
業
日　

3
月
末
に
5
日
以
内

◆ 

園
内
見
学
は
、い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆ 

親
子
体
験
入
園
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
園

　

 

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

幼
稚
園
と
は

見
学
・
体
験
入
園

休
業
期
間

も
応
募
で
き
ま
す
。

　

応
募
数
が
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
市
立
幼
稚
園
と
の
掛

け
持
ち
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

園
児
総
数
が
、
応
募
の
あ
っ
た
園

児
を
含
め
18
人
に
満
た
な
い
場
合

は
、
教
育
効
果
を
考
慮
し
休
園
と
し

ま
す
。

〈
対
象
児
〉

　

3
歳
児　

Ｈ
23
年
4
／
2
～
Ｈ
24
年
4
／
1
生

　

4
歳
児　

Ｈ
22
年
4
／
2
～
Ｈ
23
年
4
／
1
生

　

5
歳
児　

Ｈ
21
年
4
／
2
～
Ｈ
22
年
4
／
1
生

〈
受
付
〉

　

日　

時　

11
月
17
日
㈪
～
12
月
3
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　
　
　
　
　
※
土
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す

　

場　

所　

各
幼
稚
園

　

持
参
品　

・
印
鑑

　
　
　
　
　

・
は
が
き
1
枚
（
表
に
郵
便
番
号
・

　
　
　
　
　
　

住
所
・
保
護
者
名
を
記
入
）

〈
納
入
金
〉

［
参
考
］

◆ 
平
成
26
年
度　

保
育
料
月
額
５
９
０
０
円

　 
※
平
成
27
年
度
か
ら
開
始
す
る｢

子
ど
も
・
子
育
て
支

　
　 

援
新
制
度｣

に
よ
り
、
保
育
料
な
ど
を
変
更
す
る
場

　
　  

合
も
あ
り
ま
す
。

◆ 

給
食
費
や
後
援
会
費
、
材
料
費
、
絵
本
代
な
ど
、

 

毎
月
５
０
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す
。

　 

※
各
園
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。

　 

※
入
園
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
募
集
要
項
〉

　

市
内
に
居
住
し
（
平
成
27
年
４
月
か
ら
市
内

に
居
住
確
実
な
場
合
も
含
む
）、
保
護
者
の
責
任

で
登
降
園
や
送
迎
が
で
き
れ
ば
、
ど
こ
の
園
へ

募
集
案
内

園    名 ３ 歳 児 ４ 歳 児 ５ 歳 児 所 在 地 電 話 番 号

代 陽 幼 稚 園 20 人 70 人 70 人 西 松 江 城 町 2-41 32-2455

太 田 郷 幼 稚 園 20 人 70 人 70 人 上 日 置 町 2161 32-2361

植 柳 幼 稚 園 20 人 35 人 70 人 植 柳 上 町 340 32-3709

麦 島 幼 稚 園 20 人 35 人 70 人 迎 町 1 丁 目 16-1-2 32-3937

松 高 幼 稚 園 20 人 70 人 70 人 永 碇 町 7 4 1 32-3257

千 丁 幼 稚 園 20 人 35 人 35 人 千 丁 町 新 牟 田 1340 46-2118

〈
募
集
園
と
定
員
〉

※私立幼稚園（八代白百合学園・八千把・松寿・認定こども園聖愛幼稚園）の募集要項などについては、　
　各私立幼稚園へお問い合わせください。
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11
月
は  

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
も
、
地
域
全
体
で
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
気
付
き
が
「
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る
」
と
と
も
に
「
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
」
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ

　

ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も

　

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間

　

で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

　

族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ

　

る
な
ど

虐
待
の
サ
イ
ン

◆
い
つ
み
て
も
手
足
に
い
く
つ
も
の
あ
ざ
が
見

　

ら
れ
る
。   　
　

◆
夜
遅
く
に
子
ど
も
が
家
の
前
で
遊
ん
で
い
る
。

◆
い
つ
も
大
き
な
声
や
子
ど
も
の
泣
き
声
が
長

　

時
間
聞
こ
え
て
く
る
。     　

◆
極
端
に
小
さ
く
、
痩
せ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

　

が
見
受
け
ら
れ
る
。

◆
毎
日
同
じ
服
を
着
て
、
衣
服
の
洗
濯
や
入
浴

　

を
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。　

 

◆
子
ど
も
が
病
気
を
し
て
も
病
院
へ
連
れ
て
行

　

っ
て
い
な
よ
う
に
感
じ
る
。

◆
子
ど
も
が
い
る
の
に
、
姿
を
め
っ
た
に
見
か

　

け
な
い
。

　
左
記
の
相
談
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
こ
ど
も
未
来
課　
　

☎
33
８
７
２
１

●
市
民
相
談
室　
　
　

☎
33
４
４
５
２

　
（
家
庭
児
童
相
談
員
）

●
県
八
代
児
童
相
談
所
☎
33
３
２
４
７

●
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

（
最
寄
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

　児童虐待に関する相談件数は全国的に増加傾向にあり、子どもの生命
が奪われるなど重大な事件も後を絶ちません。
　平成 25 年度に本市が受け付けた新規相談数は 47 件でした。

相談種類別割合 被虐待児年齢別割合

「
た
め
ら
わ
ず  

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ  

命
の
輪
」

（
平
成
26
年
度
児
童
虐
待
防
止
標
語
）

こ
ん
な
サ
イ
ン
に

　
　
　
気
付
い
た
ら

平成 25年度の新規相談状況（八代市）

0 歳～就学前
61.7％

（29件）

小学生
34.1％

（16件）

中学生
4.2％

（2件）
身体的虐待
53.2％

（25件）
心理的虐待
6.4％

 （3件）

ネグレスト
　40.4％
　（19件）
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定
住
人
口
増
加
を
目
指
し
て

定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
く
「
中
心
市
宣
言
」
問 合 せ

企 画 政 策 課
☎ 33 - 4104

　
自
治
体
間
連
携
の
新
た
な
取
り
組
み
で
あ

る
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
が
国
全
体
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺
地
域
で

自
治
体
同
士
が
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
で
必

要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
地
方
圏
へ
の
人

口
定
住
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　
八
代
市
は
、
周
辺
地
域
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
た
め
、
定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
く

「
中
心
市
宣
言
」
を
市
議
会
９
月
定
例
会
で
行

い
ま
し
た
。

◆ 

中
心
市
宣
言
と
は

◆ 

定
住
自
立
圏
構
想
と
は

◆ 

定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
に
必
要
な

　
手
続
き

▲議場で宣言文を読み上げる中村市長（9/25）

　
人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
少
子
化
・
高
齢

化
の
進
行
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る

社
会
背
景
を
踏
ま
え
、
地
方
圏
に
お
い
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
形
成
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
地
方
圏
か
ら
三
大
都
市
圏
へ
の

人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、
三
大

都
市
圏
の
住
民
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
居
住

の
選
択
肢
を
提
供
し
、
地
方
圏
へ
の
人
の
流

れ
を
創
出
す
る
も
の
で
、
全
国
的
な
見
地
か

ら
推
進
さ
れ
て
い
る
構
想
で
す
。

　
主
に
次
の
３
つ
で
す
。

１
．
中
心
市
宣
言

２
．
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

３
．
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　
中
心
市
宣
言
は
、
定
住
自
立
圏
を
形
成
す

る
に
あ
た
り
、
圏
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
意
思

を
示
す
も
の
で
す
。

出典：総務省　定住自立圏構想ホームページ

中心市 近隣
市町村
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　我が国においては、本格的な人口減少・少子高齢社会が到来し、生産年齢
人口の減少による経済の停滞とともに、中山間地域においては耕作放棄地の
増加など、生活基盤の弱体化やコミュニティの脆弱化が生じるなど、これま
で経験のない社会構造、地域情勢への大きな変革が見込まれています。
　人口減少社会の到来に対応し、持続可能な地域社会を構築していくために
は、広域的な連携のもとに地方圏として安心して暮らせる地域を形成し、都
市圏への人口流出を抑制するとともに、都市圏から地方圏への人の流れを創
出していくことが求められています。

　本市は、東は宮崎県に境を接し、西は八代海を隔てて天草諸島を望み、多
様で豊かな自然に囲まれながら、球磨川、氷川のもたらす豊富で良質な水の
恩恵を受け、全国有数の農業生産地、県内有数の工業都市として発展してき
ました。九州縦貫自動車道などの高規格自動車道、九州新幹線などの鉄道に
加え、県内最大の国際貿易港である八代港を有しており、九州の中心に位置
する地理的優位性から、陸・海の交通の要衝として、その持てる力の充分な
発揮が期待されています。
　また、地域医療の拠点となる医療機関、高齢者施設等の福祉施設や高等教
育機関のほか、歴史・文化施設や大型商業施設等、ゆとりある生活を継続し
ていくために必要な都市機能を有しています。

　このようなことから、本市は、生活圏域を共にする周辺自治体と互いの地
域特性を活かした役割分担を図りながら、住民が安心して豊かな暮らしを続
けられるよう圏域全体の活性化に向けて、定住自立圏構想における「中心市」
となることをここに宣言します。

       平成２６年９月２５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　八代市長　　中　村　　博　生

中　心　市　宣　言

◆ 
今
後
の
取
り
組
み

　
中
心
市
と
周
辺
町
が
１
対
１
の
関
係
で
定
住

の
た
め
に
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
す
る
た

め
、
役
割
を
分
担
し
て
行
う
連
携
事
項
に
つ
い

て
、
個
別
に
協
定
を
締
結
し
ま
す
。

※
中
心
市
・
周
辺
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
の

議
決
を
経
て
協
定
を
締
結
し
ま
す
。

　
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
基
づ
き
推
進
す
る

具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
中

心
市
が
策
定
し
ま
す
。

※
住
民
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

八代市（中心市）

周辺市町村A 周辺市町村B
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八
千
把
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

私
た
ち
の
八
千
把
校
区
は
、
校
区
内
行
事
が
盛

ん
な
地
域
で
、
そ
れ
に
携
わ
る
活
動
団
体
も
ま
た

数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
年
で
２
年
目
を
迎
え
た

八
千
把
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
校
区
の

団
体
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
可
能
な
限
り
拡
大
し

て
い
け
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動
に
応

じ
て
平
等
に
予
算
を
振
り
分
け
た
り
協
力
体
制
を

構
築
す
る
な
ど
、
役
員
会
な
ど
を
通
し
て
時
間
を

か
け
て
対
話
と
相
談
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
年
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業

　

６
月
１
日
に
行
わ
れ
た
第
四
中
学
校
の
新
相
撲

場
土
俵
開
き
で
は
、
海
士
江
第
一
町
内
の
皆
さ
ん

に
よ
る
「
祝
い
餅
つ
き
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
踊
り
は
、
約
60
年
前
に
現
在
の
四
中
校

舎
が
落
成
し
た
時
に
も
披
露
さ
れ
た
伝
統
あ
る
芸

能
で
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

ら
れ
た
と
聞
き
、
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
「
く
ま
川
祭

り
」
に
、協
議
会
と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

校
区
婦
人
会
を
中
心
に
各
町
内
会
や
協
議
会
の
構

問
合
せ　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

  
地
域
協
議
会
を
も
っ
と
知
り
た
い

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

成
団
体
に
声
を
か
け
、
総
勢
１
３
０
人
で
最
後
ま

で
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。
見
事
「
笑
顔
が
素
敵
だ

っ
た
で
賞
」
を
受
賞
し
、
協
議
会
の
連
携
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

11
月
８
日
㈯
、
八
千
把
小
学
校
で
「
第
６
回
大

や
ち
わ
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
世
代
間
交
流
を

目
的
に
、
竹
馬
・
竹
ト
ン
ボ
・
お
手
玉
体
験
な
ど
、

今
年
も
各
種
団
体
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
催
し

物
で
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
し
ま
す
。
八
千
把
の

結
束
と
底
力
を
見
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

協
議
会
が
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
後
は
、
ま
ず
行
政
と
地
域
の
役
割
を
は
っ
き

り
さ
せ
て
、
地
域
だ
か
ら
で
き
る
細
か
な
支
援
と

結
束
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
協
議
会
の
取
組
み
が
地
域
に
浸
透
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
笑
顔
で
楽
し
く
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
真
摯

に
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▲くま川祭り総踊りで八千把をＰＲ

▲第四中学校新相撲場土俵開き

平
成
25
年
３
月
27
日
　
設
立

八千把校区
  まちづくり協議会
　会長　藤里　公彦

　
福
祉
・
健
康

　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
の

　
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
に
伴
う
低
所
得
者
へ
の
影
響
に
配
慮
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

支
給
の
可
能
性
の
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
申
請
書

類
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

申
請
書
を
お
持
ち
で
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
人
は
、
お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。
申
請

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

支
給
対
象
者　

平
成
26
年
度
市
県
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

※
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合

や
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
除

き
ま
す
。

申
請
受
付
期
限　

12
月
１
日
㈪

申
請
場
所　

市
役
所　

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業

推
進
室

※
各
支
所
市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
健
康
福
祉
課
）

窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
給
付
金
の
支
給
に
伴
う
、
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人

情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

同
事
業
推
進
室
☎
31
１
０
７
７

　
　
権
利
擁
護
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
消
費
者
問
題
に
関
す
る
研
修
会

　

近
年
、
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
詐
欺
や
訪

問
販
売
な
ど
の
被
害
相
談
が
本
市
で
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、
高
齢
者

の
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
本
人
や
周
り
の
人
た
ち

↖

　
　
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
障
が
い
者
の
「
働
き
た
い
」
を
応
援

　

事
業
主
や
そ
こ
で
働
く
人
、
地
域
、
家
族
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
障
が
い
を
理
解
し
「
と
も
に
働
く
」

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

11
月
26
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

　

受
付
：
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
３
階

　

大
会
議
室
Ａ
Ｂ

内　

容　

障
が
い
者
の
就
労
に
関
す
る
制
度
紹
介
と

事
例
発
表
な
ど

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４

が
そ
の
よ
う
な
業
者
の
手
口
を
知
り
、
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
る
機
関
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

今
回
、市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
き
、

高
齢
者
を
守
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
20
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時
30
分　

受
付
：
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

千
丁
支
所　

２
階
大
会
議
室

講　

師　

消
費
生
活
相
談
員　

斉
藤
信
子 

氏

定　

員　

60
人
程
度　

※
参
加
費
無
料

申
込
み　

11
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
長
寿
支
援
課

☎
33
４
４
３
６
へ

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
講
習
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
は
、

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
「
利
用
会
員
」、
援
助
を

行
い
た
い
「
提
供
会
員
」、そ
の
両
方
を
兼
ね
る
「
両

方
会
員
」
が
あ
り
、
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
育
児
の
援
助
に
つ
い
て
、
会
員
相
互
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

募
集

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
に
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

　
　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座

　■
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
（
追
加
募
集
）

　

親
子
で
ふ
れ
あ
い
楽
し
み
な
が
ら
赤
ち
ゃ
ん
の

心
、
脳
、
身
体
の
発
育
を
活
発
に
し
ま
す
。
免
疫
力

喫煙の問題
　7月 30日に日本たばこ産業（JT）か
ら 2014年の「全国たばこ喫煙率調査」
が発表されました。日本人の喫煙率は
前年から1.2 ポイント下がって19.7％となり、19年連続で
過去最低を更新し初の20％割れとなりました。しかし喫煙率
から推計される日本人喫煙人口は2059万人で、成人の5人
に 1人は喫煙者であるという現実があり、今回あらためて喫
煙の害と禁煙治療について紹介します。
　たばこ煙には約 4000種類の化学物質が含まれており、約
200種類の有害物質、64種類の発癌

がん

物質が含まれていると
報告されています。喫煙による発癌のリスクに関しては、男性
で肺癌 4.5 倍，食道癌 3.7 倍，胃癌 1.7 倍，大腸癌 1.4 倍，
膀胱癌 1.46 倍，膵臓癌 1.8 倍，胆道癌 1.05 倍と言われて
います。また、喫煙による閉塞性肺疾患（COPD）の患者は増
加傾向にあり、さらに喫煙による血管収縮作用、血液凝固系の
促進、HDLコレステロールの減少、血糖上昇などによって動
脈硬化が促進され全身のあらゆる血管が障害されていき、結果
として脳梗塞、心筋梗塞、狭心症、不整脈、閉塞性動脈硬化症
などの疾病を生じます。これらの病気に対する医療費経済費の
高騰も懸念されています。
　禁煙治療は保険診療以外の薬局で購入できるニコチンガムや
ニコチンパッチを用いた方法もありますが、2006 年から保
険適応が開始されており、現在では内服薬（製品名：チャンピ
ックス）とニコチンパッチ（製品名：ニコチネル）が医療保険
の適応となっています。
　医療保険を用いた禁煙治療を行うには、①患者さんに禁煙の
意思があること、②ニコチン依存度テストでニコチン依存症と
診断されること、③ Brinkman（喫煙）指数（＝ 1日の喫煙
本数×喫煙年数）が200以上であること、④禁煙治療を受け
ることを文書により同意していること、が必要となります。
　禁煙の意思があるがきっかけがない人、自分で禁煙に挑戦し
たが挫折した経験のある人は、市立病院の禁煙外来をぜひ受診
してみてください。　　　　　　　　　市立病院☎33-3620

医療ミニ知識
市立病院発 12

　
　
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
八
代
）

と　

き　

12
月
６
日
㈯ 　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

30
分　

12
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
全
２
回
）

と
こ
ろ　

代
陽
公
民
館

定　

員　

申
込
順
15
人

受
講
料　

無
料

申
込
み　

11
月
25
日
㈫
ま
で
に
熊
本
県
聴
覚
障
害

者
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６
（
３
８
３
）

５
５
９
５
へ

の
連
絡
調
整
を
行
い
援
助
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

育
児
の
援
助
と
は

・
残
業
の
時
な
ど
の
保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
お

迎
え
や
そ
の
後
の
預
か
り

・
病
院
や
美
容
院
な
ど
用
事
を
済
ま
せ
る
間
の
預
か
り

対　

象　

今
回
の
講
習
会
は
提
供
会
員
と
両
方
会

員
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
安
全

に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
満
20
歳
以
上

の
健
康
な
人
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
安
心
、
安
全
に
援
助
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。
援
助
活
動
は
受
講
後
の
会
員

証
交
付
後
か
ら
に
な
り
ま
す
。

日　

程

11
月
10
日
㈪　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

千
丁
支
所
会
議
室

11
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

松
高
公
民
館
会
議
室

11
月
17
日
㈪　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　

千
丁
支
所
会
議
室

　

講
習
は
、
３
日
間
全
日
程
の
受
講
が
基
本
で
す
。

一
部
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

11
月
７
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎
32
０
４
０
４
か
、
こ
ど
も
未
来
課

☎
33
８
７
２
１
へ

ア
ッ
プ
や
風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
。

と　

き　

11
月
19
日
㈬
～
27
年
１
月
21
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午　

全
５
回　

月
２
回
水
曜

講　

師　

山
河
ル
ミ
子 

氏

費　

用　

２
２
５
０
円
（
材
料
費
別
途
）

定　

員　

15
組
（
生
後
３
ヵ
月
～
１
歳
前
後
の
赤

ち
ゃ
ん
と
親
）

持
参
品　

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
飲
み

物
（
子
ど
も
用
）

■
初
め
て
の
ズ
ン
バ
講
座

　

～
脂
肪
燃
焼
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
抜
群
～

　

ズ
ン
バ
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
も
が
楽
し
み
な
が

ら
世
界
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
で
す
。

と　

き　

11
月
18
日
㈫
～
27
年
２
月
24
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時　

全
12
回　

火
曜

講　

師　

佐
々
木
典
子 

氏

費　

用　

４
８
０
０
円（
別
途
ボ
ー
ル
代
５
２
５
円
）

共
通
事
項

申
込
み　

11
月
４
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
、

費
用
を
添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

へ
来
館
（
電
話
申
込
み
不
可
）

　

認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接
し
方
な
ど
、

基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
19
日
㈬　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

太
田
郷
公
民
館

定　

員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
費
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ひ
園
☎
30
８
０
７
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６



　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

　10月1日㈪ 13:30 ～ 16:30 、10月18日㈭ 9:00 ～ 12:00
　　要予約：八代保健センター☎32-7200

月
休日在宅当番医

　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

11月10日㈪ 　　　　　13:30～16:30 
11月27日㈭　　　　　　9:00～12:00
    要予約：八代保健センター☎32-7200

11月11・28 日  　14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

　

　　13:00～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ検査実施

市民課・こども未来課
国保ねんきん課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ検査
　　

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n
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11 市民カレンダー
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

火災・救急情報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://fd.yatsushiro.jp/

● 火災救急件数
　　（9月末日現在）
　火　災　　　 ２５件
　救　急　４，４１８件    

  人口と世帯

9月末日現在
人　口　 131,621 人
　男　　　61,272 人
　女　　　70,349 人
世帯数  　 54,169 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
○ お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

熊本県風しん対策事業

※詳細は市ホームページ、または各保健センターにお尋ねください。

育児:午前   成人:午後
 ＜於： 八代・鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
 ＜於： 八代・鏡保健センター＞

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

夜間納税窓口 17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00
夜間納税窓口  
17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

休日納税窓口  9:30～12:00

資源の日
日曜日版

資源の日 日曜日版

毎週火曜日
受付　9:45～10:00
  ＜於： 八代保健センター＞

母子健康手帳交付

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

母子健康手帳交付

母子健康手帳交付

納 税 情 報
        ● 今月の納税　  納期限　１１月３０日㈰
　　　　　　　　　国民健康保険税 ８期
　　　　　　　　 固 定 資 産 税 ３期　

   ● 夜間・休日納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　

問合せ　納税課 ☎33-4109

　
納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、

                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

日 病　院　名 町　名 電話番号

2
日

長谷川整形外科医院 海士江町 35-3125
増田内科・胃腸内科（小児も可） 永 碇 町 62-8100
八 代 敬 仁 医 院 海士江町 34-7911
荒木皮ふ科医院 鏡　町 52-8777
緒 方 内 科 医 院 氷 川 町 62-2013

3
日

土谷外科胃腸科医院 迎 町 1 34-1688
中 村 内 科 医 院（小児も可） 花 園 町 33-8885
松岡内科クリニック （小児も可） 通　町 33-2766
松 村 眼 科 医 院 鏡　町 52-0131
保　田　医　院 鏡　町 52-0037

9
日

久原外科胃腸科医院 植柳上町 35-1161
ありの内科呼吸器科 （小児も可） 萩原町 1 32-5941
八代中央クリニック 永 碇 町 32-8008
福田外科整形外科クリニック 鏡　町 52-0840
前 田 内 科 医 院 鏡　町 52-1310
峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127

16
日

伊 達 整 形 外 科 医 院 日奈久塩北町 38-3700
太田こどもクリニック 古閑浜町 30-8380
桜十字八代病院 通　町 32-7158
稲 毛 整 形 外 科 医 院 鏡　町 52-1715
尾 田 内 科 医 院 鏡　町 52-8011
井　上　医　院 東 陽 町 62-2121

23
日

開 　 病 　 院 新 地 町 32-4990
うえの胃腸科内科 （小児も可） 本 町２ 33-1131
福 満 内 科 医 院 松 江 町 35-0293
黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787
松　本　医　院 鏡　町 52-0330

24
日

岡　村　医　院 横手新町 39-5665
前　田　医　院 長 田 町 32-3845
久 野 内 科 医 院 本 町 1 32-3408
武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811
伊　藤　医　院 氷 川 町 52-8091
横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

30
日

右田クリニック 若 草 町 35-8211
鶴田胃腸科内科 日 置 町 31-5000
ち り ふ 内 科  （小学生以上可） 豊原中町 32-6000
上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377
名 和 小 児 ク リ ニ ッ ク 鏡　町 52-7800

診療時間 9:00 ～ 17:00

※休日在宅医は、変更になる場合があります。
　受診の際は、事前にテレホンサービスで確認し、　
　当番医に連絡をお願いします。

八代市医師会☎34-7001　八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

ごみ対策課（清掃センター内） ☎32-4675 ／クリーンセンター ☎62-3304
八代保健センター☎32-7200
鏡保健センター　☎52-5277

※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

急病のときは

ご相談ください

文化の日

振替休日勤労感謝の日

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

受付　7:30～10:20
＜於：八代保健センター＞

複合健診（要予約）

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

11/3 ㈪ 文化の日と 11/24 ㈪ 振替休日の収集

●｢燃えるごみ｣ の収集はお休みです。
●｢資源の日｣ の収集
　八代地域の該当町内は11/1㈯と11/22㈯に振替です。
　※泉町下岳地区は、11/3、11/24 ともに通常どおり
　　収集します。

●11月3日・24日とも、市清掃センターと樹木
　剪定くずリサイクル施設はお休みです。
●クリーンセンター（氷川町）は通常どおり
　受付を行います。

ごみの持ち込み受付

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代市保健センター☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター ☎52-5277

ご確認ください♪

　平成 25 年は風しんが流行し、全国で先天性風しん症
候群の出生が 32 件と過去最多の報告がありましたので、
同症候群の発生予防のため、下記事業を行います。

1．風しん抗体検査事業（対象者は検査料無料）
実施期間　実施中～平成27年2月28日
対  象  者　①主として妊娠を希望する女性
　　　　　②①に該当する女性の配偶者など、生活　　
　　　　　　 空間を同一にする頻度が高い同居者
　　　　　③風しんの抗体価が低い妊婦の配偶者などの同居者
　　　　　※①～③の人で下記に該当する場合は対象外
　　　　　　・過去に風しんの抗体検査を受けたことがある
　　　　　　・風しんの予防接種歴がある
　　　　　　・風しんの既往歴がある

2．風しん予防接種助成事業（対象者には費用の助成あり）
実施期間　実施中～平成27年3月10日
対  象  者　八代市に住民票があり、①または②の該当者
　　　　　①上記の風しん抗体検査を受けた結果、予防
　　　　　　接種を受けた方がよいと言われた人
　　　　　②過去の風しん抗体検査で、HI 抗体価が 16
　　　　　　倍以下相当だった人のうち、妊娠を希望す
　　　　　　る女性

●ふれあいフェスタ
　 10:00 ～15:00
　 やつしろハーモニーホール

●八代妙見祭
　 7:30 ～
　 塩屋八幡宮～砥崎河原

●坂本ふるさとまつり
　 9:00 ～
　 グリーンパークさかもと

●ちびっこ妙見祭
　 10:30 ～
　 厚生会館

●みなと八代フェスティバル
　 9:00 ～ 八代港外港

□献　血
ゆめタウン八代
10:00 ～11:30、12:45 ～16:00

□献　血
八代実業専門学校
　13:30 ～15:30

◇7ヵ月児健診（八代保）
　  H26.3/22 ～ 4/1 生

◇7ヵ月児健診（八代保）
　  H26.4/2 ～ 4/11 生

□献　血
JAやつしろ北部総合支所
　9:30 ～11:30
市役所鏡支所
　13:00 ～16:00

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　 H26.6/28 ～ 7/8 生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　 H26.6/17 ～ 6/27 生

◆4ヵ月児健診（鏡保） 
     H26.6/16 ～ 7/18 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
     H25.3/23 ～ 4/2 生

　　　　◇1歳6ヵ月児健診
　　　　　　　　 　（八代保）
    　  H26.4/3 ～ 4/12 生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
     H25.4/13 ～ 4/19 生

◆1 歳 6 ヵ月児健診 （鏡保）
　 H25.3/23 ～ 5/2 生

□献　血
市役所本庁
10:00 ～12:00、13:00 ～16:00

◇2歳児歯科健診（八代保）
　 H24.7/16 ～ 8/3 生

◆ 2歳児歯科健診（鏡保）
　 H24.5/28 ～ 7/30 生

◆7ヵ月児健診 （鏡保セ） 
    H26.2/21 ～ 3/28 生

◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:1回食の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）

□献　血
県八代地域振興局
　9:30 ～12:00
ゆめタウン八代
　13:30 ～16:00

◇7ヵ月児健診 （八代保）
     H26.3/9 ～ 3/21生

◇3歳児健診（八代保）
      H23.6/9 ～ 6/20 生

◇3歳児健診（八代保）
      H23.5/29 ～ 6/8 生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.6/21 ～ 7/1 生

毎月１9日は食育の日

◇2歳児歯科健診 （八代保）
　   H24.8/4 ～ 8/20 生
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八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　■
会
員
募
集

と　

き　

11
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬
、
12
月
３
日
㈬
・

17
日
㈬
（
毎
月
第
１
・
３
水
曜
）　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
八
代（
古
城
町
）

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
27
年
３
月
末
日
ま
で
に
60

歳
以
上
に
な
る
人
※
特
に
農
作
業
や
草
刈
作
業
、

建
物
清
掃
（
夜
間
）、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
の
運

転
手
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

■
平
家
味
噌

　

市
内
配
達
始
め
ま
し
た
。
無
添
加
で
麹
の
香
り
豊

か
な
味
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
１

回
１
０
０
円
で
配
達
し
ま
す
（
５
㎏
以
上
は
無
料
で

配
達
）
※
配
達
で
き
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

　
消
費
生
活

とき（所要時間約90分） と　こ　ろ テーマ
11 月 5 日㈬  9:30 八千把公民館 清潔保持のケアについて
11 月 5 日㈬ 13:30 八代公民館 清潔保持のケアについて
11 月 7 日㈮  9:30 二見公民館 食事 ・ 口腔ケアの介助について
11 月 7 日㈮ 13:30 南部市民センター 食事 ・ 口腔ケアの介助について
11 月19日㈬  9:30 郡築公民館 食事 ・ 口腔ケアの介助について
11 月19日㈬ 13:30 高田公民館 食事 ・ 口腔ケアの介助について

無料「介護技術教室」参加者募集
　高齢者を介護している家族や介護に関心のある人を対象に、
介護教室を開催します。お気軽にご参加ください。

定　員　各会場 20 人程度
申込み　ケアパーク☎ 35-3300
問合せ　長寿支援課☎33-4436

　
　
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
控
除
証
明
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・

今回送付される「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の送付時期など
送付時期 対　　象　　者 証　明　内　容

11月上旬 平成26年 1月 1日から9月 30日の間に、国民年
金保険料を納付した人

平成26年 1月 1日から9月 30日までの間
に納付された国民年金保険料額と、年内に納付
が見込まれる場合の納付見込額

平成27年
2月上旬

平成26年 10月 1日から12月 31日までの間に、
今年初めて国民年金保険料を納付した人
（11月上旬に送付された人には送付されません）

平成26年 10月 1日から12月 31日までに
納付された国民年金保険料額

市
県
民
税
な
ど
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
の
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
、
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
申
告
す
る
場
合
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」（
は

が
き
）
や
領
収
証
書
を

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
証
明
書
を
紛
失
・
破

損
し
た
場
合
の
再
発

行
の
手
続
は
、
八
代

年
金
事
務
所
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

　
（
０
７
０
）
１
１
７

　

八
代
年
金
事
務
所

　

☎
35
６
１
４
３

　
福
祉
・
健
康

　
　
特
設
人
権
相
談
所

　
　

人
権
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
厳
守
、相
談
無
料
で
す
。

と　

き　

11
月
５
日
㈬ 　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

泉
支
所　

２
階
会
議
室

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

※
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
八
代
市
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
人
権
相
談
窓
口
）
で
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
☎
30
１
７
１
０　

平
日
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

問
合
せ　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
１
１
、
泉
支
所
総

務
振
興
課
☎
67
２
１
１
１
、
熊
本
地
方
法
務
局
八

代
支
局
☎
32
２
６
５
４

　
　
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

　
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

と　

き　

11
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰

　

平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

土
日
：
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
先　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
内
容　

夫
婦
、
Ｄ
Ｖ
、
女
性
差
別
な
ど
女
性
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
。
秘
密
厳
守
。

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局

　

☎
32
２
６
５
４

　
産
　
業

　
　
目
指
せ
！
農
業
法
人
化
パ
ワ
ー

　
ア
ッ
プ
（
冬
季
）
講
座 

受
講
生
募
集

　

県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
事
務
局
：
県

農
業
会
議
）
で
は
、
12
月
２
日
㈫
か
ら
４
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
す
る
、
農
業
法
人
化
を
目
指
す
認
定
農
業

者
な
ど
を
対
象
に
し
た
「
農
業
法
人
化
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
（
冬
季
）
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、税
理
士
な
ど
の
専
門
家
が「
法

人
化
手
続
き
、
税
務
、
労
務
管
理
、
経
営
管
理
」
な

ど
を
中
心
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、

講
座
３
日
目
に
は
熊
本
市
西
区
の
農
業
法
人
を
訪
ね

事
例
を
学
ぶ
現
地
視
察
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
実

費
（
５
０
０
０
円
程
度
）
必
要
で
す
。
定
員
は
30
人
。

申
込
み　

11
月
７
日
㈮
ま
で
に
、
同
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
３
３
３
３
か
八
代
市
担
い

手
協
議
会
☎
33
４
１
１
７
（
市
農
業
政
策
課
内
）

　
　
来
春
高
卒
者
就
職
促
進
会
　
八
代

　
２
０
１
４
　
参
加
企
業
募
集

　

地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
来
春
高
校
卒
業
予
定

の
生
徒
や
教
諭
、
企
業
が
一
堂
に
集
い
、
企
業
説
明

や
情
報
交
換
を
行
う
就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
規
高
卒
者
の
持
つ
大
き
な
可
能
性
と
、
活
気
に

満
ち
た
若
い
力
を
職
場
に
確
保
す
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
企
業
の
皆
さ
ん
、
高
卒
者
の
採
用
と
採
用
枠
拡

大
を
検
討
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
８
日
㈪ 　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス

申
込
み　

11
月
20
日
㈭
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

学
卒
係
☎
31
８
６
０
９
へ

in
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消
費
生
活

　
観
　
光

　
環
　
境

ご
み
非
常
事
態
宣
言継続

中問合せ　ごみ対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H25年9月 1,361ｔ 430ｇ
H26年9月 1,467ｔ 467ｇ
比 較 106ｔ 37ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H25年10月～ 26年 9月 17,723ｔ 462ｇ
比 較 －1,404ｔ － 28ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

　
　
お
金
の
悩
み
無
料
相
談
会

　
　

消
費
者
金
融
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ヤ
ミ
金
な
ど
の
借

金
問
題
で
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
）。

　

な
る
べ
く
、
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
16
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時
40
分

（
相
談
時
間
は
１
人
70
分
）

　

当
日
会
場
で
の
受
付
時
間　

午
後
０
時
30
分
～
３

時
30
分

と
こ
ろ　

代
陽
公
民
館

　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

公
的
機
関
を
名
乗
る
不
審
な
電
話

　

市
役
所
の
防
犯
課
を
名
乗
り
、
調
査
と
言
っ
て
、

家
族
構
成
や
生
活
状
況
を
聞
く
電
話
が
あ
り
ま
し

た
。
障
害
者
で
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話

し
ま
し
た
が
、
途
中
で
怪
し
い
と
思
い
、
目
的
は
何

か
聞
い
た
と
こ
ろ
電
話
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
的
機
関
が
電
話
で
個
人
情
報
を
聞
く
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
名
簿
に
載
せ
ら
れ
て
悪
質
な
電
話
勧
誘

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、今
後
、

十
分
注
意
す
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
ら
、
八
代
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
か
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
木
曜

の
み
午
後
７
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

市
役
所　

１
階　

市
民
相
談
室
内

問
合
せ　

☎
33
４
１
６
２

　
　
日
奈
久
温
泉
街
案
内
人
の
会

　
会
員
募
集

　

一
緒
に
日
奈
久
の
魅
力
を
発
信
し
ま
せ
ん
か
。
日

奈
久
の
路
地
裏
や
木
造
３
階
建
て
旅
館
に
息
づ
く
温

泉
街
の
歴
史
を
紹
介
し
な
が
ら
、
温
泉
街
に
訪
れ
た

お
客
さ
ん
を
案
内
し
ま
す
。

対　

象　

初
心
者
歓
迎
、
年
齢
性
別
不
問

活
動
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
の
う
ち
30
分
～

２
時
間
程
度　

申
込
み　

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所
☎
38
０
２
６
７

　
　
　
月
５
日
は
津
波
防
災
の
日

　
安
全
行
動
訓
練
に
参
加
し
よ
う

　

ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
、
手
軽
に
で
き
る
安
全
行

動
訓
練
（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
１
１
９
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

　
　

見
て
、
触
れ
て
、
体
験
し
よ
う
消
防
署
の
仕
事

と　

き　

11
月
８
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午　

雨
天

中
止

と
こ
ろ　

鏡
消
防
署
（
鏡
町
内
田
６
８
９
‐
５
）

内　

容　
（
地
域
住
民
と
消
防
と
の
相
互
交
流
）

　

・
濃
煙
、
放
水
、
は
し
ご
車
搭
乗
な
ど
の
体
験

　

・
消
防
車
両
、
火
災
・
救
急
な
ど
の
資
料
展
示

　

・
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
ス
テ
ー
ジ
出
演

　

・
消
防
音
楽
隊
の
演
奏

問
合
せ　

鏡
消
防
署
☎
52
１
３
１
３

　
救
急
・
防
災

　
　
産
地
が
わ
か
る

　
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

米
穀
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

お
米
や
米
加
工
品
の
流
通
に
は
、
取
引
記
録
の
作

成
・
保
存
と
産
地
情
報
の
伝
達
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
般
消
費
者
に
お
米
や
米
加
工
品
を
販
売
・

提
供
す
る
場
合
に
は
、
産
地
情
報
の
伝
達
を
行
う
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
へ

　

外
食
店
や
小
売
店
な
ど
で
、
メ
ニ
ュ
ー
や
店
内
掲

示
、
商
品
の
容
器
や
包
装
を
見
る
と
、
原
料
米
の
産

地
が
わ
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

九
州
農
政
局
八
代
地
域
セ
ン
タ
ー

　

☎
62
８
２
０
４

　
　
求
職
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　厚
生
労
働
省
熊
本
労
働
局

平
成
26
年
度
一
体
的
実
施
事
業

と　

き　

11
月
21
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分　

受
付
：
１
時
15
分
～

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内　

容　

応
募
書
類
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方
他

申
込
み　

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
５
０
０
１

緊
急
地
震
速
報
に
合
わ
せ
て
「
ド
ロ
ッ
プ
（
姿
勢
を

低
く
）・
カ
バ
ー
（
体
・
頭
を
守
る
）・
ホ
ー
ル
ド
オ

ン
（
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
じ
っ
と
し
て
い
る
）」
と

い
う
身
を
守
る
た
め
の
基
本
的
な
行
動
を
、
１
分
間

程
度
、
学
校
・
職
場
・
外
出
先
な
ど
で
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

と　

き　

11
月
５
日
㈬　

午
前
10
時
頃　

防
災
無
線

を
通
じ
て
緊
急
地
震
速
報
（
訓
練
用
）
を
放
送

目　

的　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て
か
ら
強
い

揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

短
い
時
間
に
あ
わ
て
ず
に
身
を
守
る
行
動
を
と
る

た
め
に
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

内　

容　

防
災
無
線
か
ら
の
緊
急
地
震
速
報
を
合
図

に
、
地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
安
全
行
動
を
取

る
。

　

○
机
の
下
に
潜
っ
て
、机
の
脚
を
し
っ
か
り
持
ち
、

常
に
頭
の
上
に
机
が
く
る
よ
う
に
す
る

　

○
倒
れ
て
き
そ
う
な
も
の
か
ら
離
れ
、
し
ゃ
が
ん

で
、
カ
バ
ン
な
ど
で
頭
を
保
護
す
る

問
合
せ　

防
災
安
全
課
☎
33
４
１
１
２

申
込
み　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６

（
３
８
３
）
０
９
９
９
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

11
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文
　
化

　秀岳館高校雅太鼓部の男子キャプテンをやっ
ています。和太鼓の演奏で年間 100 回以上の
ステージに立ちます。10月５日には、泉町椎
原の振興センター五家荘で「五家荘の日」に参
加。貴重な演奏の場、勉強の場を与えていただ
きありがとうございました。雅太鼓は観客と気
持ちが通じ合えるのが素晴らしいと思います。
　和太鼓と勉強の両立は大変でしたが、おかげ
さまで八代森林組合に就職が内定しました。地
元で働けるということに感謝しながら、社会人
として頑張っていきます。

清
きよたき

瀧　英
ひでのり

憲　さん
　　　　（古城町）

夢Talk
トーク

和太鼓は
　気持ちが
　　通じ合える

　
　
熊
本
県
文
化
財
保
護
大
会

　
　

県
内
の
文
化
財
保
護
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
熊

本
県
文
化
財
保
護
大
会
が
八
代
市
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
は「
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
と
継
承
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も
い

え
る
伝
統
文
化
を
ど
う
守
り
伝
え
て
い
く
か
を
考
え

ま
す
。
八
代
に
残
る
伝
統
芸
能
や
民
俗
文
化
財
を
再

認
識
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
27
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料　

ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す

内　

容　

・
熊
本
県
文
化
財
功
労
者
表
彰

　

・
基
調
講
演　

文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
芸

能
部
門　

吉
田
純
子
調
査
官

　

・
伝
統
芸
能
披
露

　

・
事
例
報
告
「
市
町
村
の
取
組
み
」

主　

催　

熊
本
県
教
育
委
員
会

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

　
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集

　
年
賀
状
作
成
講
座

と　

き　

12
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮　

午
後
２
時
～
４

時
（
全
５
回
）

と
こ
ろ　

太
田
郷
公
民
館
☎
35
０
２
２
２

内　

容　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
を
作
り
ま
す

定　

員　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
、
抽
選
20
人

受
講
料　

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

持
参
品　

パ
ソ
コ
ン

申
込
み　

11
月
14
日
㈮
必
着
で
、
官
製
は
が
き
に
住

所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、

持
ち
込
む
パ
ソ
コ
ン
の
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
Ｏ

ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

２
０
０
３
・
２
０
０
７
・
２
０
１
０
・
２
０
１
３
）

を
記
入
の
上
、
高
田
公
民
館
〒
８
６
６
‐

０
０
７
３
本
野
町
５
０
５
へ
郵
送
、
電
話
申
込
み

不
可
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
30
１
１
１
０
か
高
田
公
民

館
☎
34
３
０
３
１

　
　
地
域
公
民
館
講
座
　
家
族
の
絆
を

　
深
め
る
　
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
講
座

～
家
庭
で
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぼ
う
～

と　

き　

12
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭
・
18
日
㈭　

午
前

10
時
～
正
午
（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

八
代
公
民
館　

和
室

内　

容

　

第
１
回　

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
説
明
と
ア
ロ
マ
ク

ラ
フ
ト
作
り

　

第
２
回　

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ス
キ
ン
ケ
ア

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

　

第
３
回　

家
庭
で
の
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
の
使
い
方

講　

師　

山
河
ル
ミ
子 

氏
（
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、

ク
レ
イ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
）

定　

員　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
、
抽
選
20
人

受
講
料　

１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
・
材
料
代
）

持
参
品　

筆
記
用
具

申
込
み　

11
月
25
日
㈫
必
着
で
、
八
代
公
民
館
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
か
官
製
は
が
き
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
八
代

公
民
館
〒
８
６
６
‐
０
０
１
６
新
地
町
６
‐
３
へ

問
合
せ　

八
代
公
民
館
☎
34
３
４
７
９
か
生
涯
学
習

課
☎
30
１
１
１
０

　
　
第
７
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室

　
五
木
村
端
海
野
森
林
公
園

と　

き　

11
月
16
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
２
時　

小
雨
決
行

と
こ
ろ　

端
海
野
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場

内　

容　

紅
葉
を
観
賞
し
な
が
ら
落
葉
樹
林
の
中
を

六
本
杉
山
（
１
１
４
８
・
５
ｍ
）
に
登
り
ま
す
。

定　

員　

40
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
と
資
料
代
）　

小
学

生
３
０
０
円　

幼
児
１
０
０
円

申
込
み　
「
第
７
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室
申

込
み
」、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

載
し
て
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
11

月
12
日
㈬
ま
で
に
、
熊
本
県
森
林
保
全
課
み
ど
り

保
全
班（
〒
８
６
２
‐
８
５
７
０
住
所
記
載
不
要
）

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
５
０
、
D
０
９
６

（
３
８
５
）
６
２
４
７
、
Gshinrinhozen@

　
　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト

　
植
物
観
察
会

　

子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
環
境
へ
の
関

心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
植
物
観
察
会
」
を
開

催
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
15
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午　

悪
天

候
中
止

と
こ
ろ　

市
役
所
前

定　

員　

申
込
順
50
人

参
加
費　

無
料

講　

師　

八
代
植
物
友
の
会

内　

容　

市
役
所
・
八
代
城
跡
公
園
・
松
井
神
社
周

辺
の
植
物
の
観
察
な
ど

申
込
み　

11
月
12
日
㈬
ま
で
に

　

環
境
課
☎
33
４
１
１
４
へ

pref.kum
am

oto.lg.jp

へ
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博物館展示案内（11月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆秋季特別展覧会　もののふの美と心
　 ～八代城主・松井家の刀剣と刀装具～
　　　　　　　　　　　　開催中 ～ 11/30 ㈰

常

設

展

示

室

◆八代焼 III 象嵌の技法 開催中 ～ 12/21 ㈰
◆古文書を読む IV
　 古文書が語る加藤正方　開催中～ 27年1/4 ㈰
◆信仰のかたち II
　 釈迦院の仏神像　　 開催中～27年3/29 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり III　弥生時代から
　 古墳時代へ　　　　 開催中 ～ 12/21 ㈰
◆和紙の世界 IV
　 和紙作りの道具　　　 開催中～ 27年1/12 ㈪
◆むかしの道具　　　   開催中 ～ 11/16 ㈰
◆亀蛇の競演　　　　   11/18 ㈫～ 27年1/18 ㈰
◆米作りの道具　　　　開催中（通年）

11月の休館日 4㈫、10㈪、17㈪、25㈫

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　
　
博
物
館
講
座

　
第
３
回
や
つ
し
ろ
連
歌
会

　

八
代
が
生
ん
だ
偉
人
・
西
山
宗
因
が
愛
好
し
た
連

歌
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
連
歌
界
の
第
一
人

者
が
八
代
に
集
結
し
て
、
本
格
的
な
連
歌
会
を
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
見
学
可
能
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
８
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

博
物
館　

講
義
室

講　

師　

鶴
崎
裕
雄 

氏
（
帝
塚
山
大
学
名
誉
教
授
）

ほ
か　

※
事
前
申
込
み
不
要
・
参
加
無
料

主　

催　

博
物
館
、
八
代
市
立
博
物
館
友
の
会
、
熊

本
近
代
文
学
館

問
合
せ　

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

　
　
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
等

　
学
習
成
果
発
表
会
　
や
つ
し
ろ

と　

き　

11
月
21
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２

　
　
宝
く
じ
助
成
事
業
で
　

　
ミ
ニ
や
っ
ち
ろ
２
０
１
４ 

を
開
催

　

地
域
資
源
を
発
見
し
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

に
よ
り
、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
で
「
ミ
ニ
や
っ
ち
ろ

２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
社
会

貢
献
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
商
店
街

振
興
や
集
客
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

　
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

　
短
期
講
座

■
八
代
城
も
の
が
た
り

　

～
た
の
し
く
学
ぼ
う
郷
土
の
歴
史
～

と　

き　

11
月
27
日
㈭　

午
後
２
時
～
４
時

受
講
料　

無
料

定　

員　

20
人

■
お
し
ゃ
れ
な
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ
作
り

と　

き　

11
月
７
日
㈮
～
12
月
12
日
㈮　

午
前
10
時

～
正
午　

全
６
回

講　

師　

中
道
美
奈
子 
氏

受
講
料　

２
０
０
０
円（
別
途
材
料
費
２
０
０
０
円
）

やつしろハーモニーホール施設利用調整会議
使用月　平成 27 年 12 月
　調整会議　12 月１日㈪　午前９時
使用月　平成 28 年１月
　調整会議　27 年１月６日㈫　午前９時
ところ・問合せ　やつしろハーモニーホール
　☎ 53-0033

　
　
厚
生
会
館

　
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

村
井
智
子
コ
ン
サ
ー
ト「
愛
す
る
歌
～
ひ
き
歌
い
～
」

と　

き　

11
月
５
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

松
岡
美
羽
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

11
月
27
日
㈭　

午
後
１
時

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

　
　
サ
ン
リ
オ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク

　
リ
ボ
ン
の
国
の
音
楽
会

　

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ン
リ
オ
人
気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
一
流
演
奏
家
が
集
う
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

12
月
21
日
㈰　

※
２
回
公
演

　

１
回
目　

午
前
11
時
開
演　

開
場
：
10
時
30
分

　

２
回
目　

午
後
２
時
開
演　

開
場
：
１
時
30
分

と
こ
ろ　

千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
（
パ
ト
リ
ア
千
丁
）

入
場
料　

全
席
指
定

　

大
人　

１
５
０
０
円　

高
校
生
以
下　

５
０
０
円

※
３
歳
以
上
は
有
料
。
た
だ
し
３
歳
未
満
に
つ
い
て

は
、
座
席
が
必
要
な
場
合
の
み
有
料
で
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

窓
口
先
行
発
売
：
11
月
５
日
㈬
午

前
10
時
～　

千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
、
厚
生
会
館
、

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
、
有
明
楽
器
八
代
店
、
庄
野
学

生
堂
八
代
店
、
氷
川
町
ま
ち
つ
く
り
酒
屋
、
珈
琲

店
ミ
ッ
ク
（
11
月
６
日
㈭
営
業
時
～
発
売
）

問
合
せ　

千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
46
１
８
８
８

定　

員　

20
人

準
備
物　

は
さ
み
、
木
工
ボ
ン
ド
、
洗
濯
ば
さ
み
、

定
規
（
30
㎝
）

※
作
品
見
本
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
に
展
示
中

■
ソ
フ
ト
粘
土
で
作
る
「
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
」

と　

き　

11
月
21
日
㈭
・
26
日
㈬　

午
後
２
時
～
４

時　

全
２
回

講　

師　

奈
良
﨑
裕
子 

氏

受
講
料　

７
０
０
円
（
別
途
材
料
費
１
８
０
０
円
）

定　

員　

18
人

準
備
物　

木
工
ボ
ン
ド
、
た
ま
ご
パ
ッ
ク

※
作
品
見
本
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
に
展
示
中

■
親
子
で
つ
く
る
楽
し
い
お
せ
ち
料
理

と　

き　

12
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30

分
受
講
料　

５
０
０
円
（
保
護
者
と
子
ど
も
）

材
料
費　

１
５
０
０
円
（
子
ど
も
１
人
追
加
毎
に

５
０
０
円
追
加
）

定　

員　

12
組　

子
ど
も
（
５
歳
～
小
学
生
）
と
そ

の
保
護
者

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
（
２
枚
）、

持
ち
帰
り
容
器
、
筆
記
用
具

共
通
事
項

申
込
み　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
☎
35
６
４
６
０

へ
来
館
か
電
話
で
申
込
み
。
受
講
料
は
入
会
時
、

一
括
納
入
。
教
材
費
別
途
必
要
。
無
料
託
児
（
満

２
歳
～
就
学
前
６
歳
）
は
受
付
時
に
申
込
み
。

時　

開
場
：
午
前
10
時

と
こ
ろ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー

内　

容　

八
代
管
内
の
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
や
八
代
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
と
展
示
発
表

問
合
せ　

八
代
教
育
事
務
所
☎
33
７
１
８
６

in
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行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２才児向けおはなし会 13日㈭ 午前 11 時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 1･8･15･22･29 日㈯ 午後 3 時～

図書館講座

▶ 5 日㈬ 午前 10 時 30 分～…文学講座「俳句を楽しむ『正木浩一句集』について」
　講師：米村恒憲氏
▶ 19 日㈬ 午前 10 時 30 分～…歴史講座「八代の寺院建築をたずねる～安養寺、本成寺、荘厳寺、

春光寺～」講師：森山学氏
名作映画鑑賞会 9日㈰ 午後 2 時～　　　　　　　　　  上映作品「明日を夢見て」

読書週間イベント

▶リサイクル本・雑誌無料配布　8 日㈯ 午前 9 時 30 分～
　保存年限の過ぎた本・雑誌を１人５冊まで無料配布します。なくなり次第終了します。
▶図書特別展示　～ 24 日㈪

「図書館ベストコレクション」「寒～い冬が訪れる前に楽しみませんか？」
「文豪の世界へいらっしゃい！～古典文学、純文学に触れてみよう！～」

ジョブカフェによる就活相談会 5 日㈬・20 日㈭ ( 求人情報誌発行日 ) 午前 10 時～正午　ところ：1 階談話コーナー
あかちゃん向けおはなし会

（赤ちゃん広場） 17 日㈪ 午前 10 時 30 分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会 1･8･15･22 日㈯ 午後 2 時～ 語り手：第 1･2･3 週 図書館員、第 4 週 山猫軒

読書週間イベント

▶図書特別展示　～ 24 日㈪
「せんちょう図書館ランキング」「文学賞受賞作品」「時代小説作家特集」
▶読書週間おはなし会「彦一ばなし」＆遠眼鏡づくり（申込不要）
2 日㈰ 午後 2 時～ 3 時 30 分　語り手・講師：ネット八代

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ）

7 日㈮ 午前 11 時～
21 日㈮ 午後 3 時～ 対象：0 歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 2 日㈰８･22 日㈯ 午後 2 時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ

読書週間イベント

▶図書特別展示　～ 24 日㈪
「話題の本ランキング」「涙の数だけ大きくなれる！」「読書の木」
▶オリジナルのしおりをつくろう！　1 日㈯～ 3 日㈪　ところ：児童図書コーナー
参加自由、材料は準備します

ジョブカフェによる就活相談会 6日㈭・21 日㈮  午前 10 時～正午　ところ：学習コーナー奥

　施設点検休館日　市立図書館本館：26 日㈬、せんちょう図書館：11 日㈫、かがみ図書館：20 日㈭

▶ 4 日㈫ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 5 日㈬ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 6 日㈭ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 10 日㈪ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 11 日㈫ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　 ▶ 12 日㈬ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 13 日㈭ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　  ▶ 14 日㈮ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地
▶ 17 日㈪ 13:15 昭和小 14:00 郡築 11 八協連 14:35 井揚団地　　  ▶ 18 日㈫ 13:15 八竜小 14:10 JA 坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 19 日㈬ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　  ▶ 20 日㈭ 13:20 泉小中学校 14:00 市泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 21 日㈮ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　▶ 25 日㈫ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 27 日㈭ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　    ▶ 28 日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて 15 日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎ 32-3385　せんちょう図書館☎ 46-1901　かがみ図書館☎ 52-5567

図 書 館 催し物案内（11月）
「めくる  めぐる  本の世界」
秋の読書週間2014　～ 11 月 9 日㈰

午前9時30分～午後6時（土日祝午後5時）

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
図
書
館

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

　
そ
の
他

　
　
宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

　
～
想
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
～

　

清
水
ミ
チ
コ
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
、小
原
孝
の
素
敵
な
ピ
ア
ノ
、

島
田
歌
穂
の
美
し
い
歌
声
を
、
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

27
年
３
月
７
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
開
演　

開
場
：
６
時

と
こ
ろ　

厚
生
会
館　

ホ
ー
ル

入
場
料　

一　

般　
　
　

２
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

※
宝
く
じ
の
助
成
で
、
特
別
料
金
で
す
。

※
４
歳
以
上
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

※
前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

12
月
１
日
㈪
午
前
10
時
～　

厚
生
会
館
、
千
丁
文

化
セ
ン
タ
ー
、
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
、
メ
ガ
ネ
の
み
や
ざ
き
、
庄
野

学
生
堂
八
代
店
、
珈
琲
店
ミ
ッ
ク
、
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

主　

催　

八
代
市
、
熊
本
県
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６
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美
海
ダ
コ
ち
ゃ
ん
漁
漁

　
お
か
げ
様
で
３
周
年
大
感
謝
祭

と　

き　

11
月
１
日
㈯
～
２
日
㈰　

午
前
10
時
～
午

後
４
時

と
こ
ろ　

美み

み海
ダ
コ
ち
ゃ
ん
漁ぎ

ょ
ぎ
ょ漁
（
鏡
町
北
新
地

１
３
６
７
‐
４
）

内　

容　

新
鮮
な
地
魚
、
ア
サ
リ
、
ハ
マ
グ
リ
、
野

菜
な
ど
の
直
売

問
合
せ　

美
海
ダ
コ
ち
ゃ
ん
漁
漁 

代
表 

徳
田
☎

０
９
０
（
２
５
８
９
）
５
９
６
３
、フ
ー
ド
バ
レ
ー

推
進
課
☎
33
８
７
８
０

　
　
球
磨
川
で
伐
採
し
た
樹
木
を

　
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
球
磨
川
河
川
敷
に
繁
茂
し
た

樹
木
の
伐
採
を
行
い
、
発
生
し
た
樹
木
を
希
望
す
る

人
に
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

提
供
場
所　

渡
町
地
先
（
球
磨
川
左
岸
堤
防
上
）

　
　
休
眠
会
社
・
休
眠
一
般
法
人
の

　
整
理
作
業
を
行
い
ま
す

　

法
務
局
で
は
、
最
後
の
登
記
か
ら
12
年
間
を
経
過

し
て
い
る
株
式
会
社
と
最
後
の
登
記
か
ら
５
年
を
経

過
し
て
い
る
一
般
社
団
・
財
団
法
人
で
、
平
成
27
年

１
月
19
日
㈪
ま
で
に
役
員
変
更
な
ど
の
登
記
を
し
な

い
会
社
・
法
人
に
対
し
て
「
解
散
の
登
記
」
を
行
い

ま
す
。

　

該
当
す
る
会
社
・
法
人
は
、
期
限
ま
で
に
役
員
変

更
な
ど
の
登
記
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
２
１
９

　
そ
の
他

　
　
熊
本
県
専
門
士
業
団
体
連
絡
協
議
会

　
無
料
合
同
電
話
相
談

と　

き　

11
月
24
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

内　

容　

法
律
、
登
記
、
経
営
、
税
金
、
会
計
な
ど

電
話
相
談
番
号　

☎
０
９
６
（
３
７
２
）
５
０
３
１

　
　
熊
本
県
初
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
つ
い
に
就
航

　
　

ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
東
京
、
名

古
屋
、
大
阪
の
３
大
都
市
と
熊
本
を
結
ぶ
航
空
路
線

が
就
航
中
。

運
航
区
間
、
便
数
・
運
賃　

■
熊
本
～
東
京
（
成

田
）、
１
日
２
便
（
往
復
）、
６
６
９
０
円
～　

■

熊
本
～
名
古
屋
（
中
部
）、
１
日
２
便
（
往
復
）、

６
２
９
０
円
～　

■
熊
本
～
大
阪
（
関
西
）、
１

日
２
便
（
往
復
）、
５
２
９
０
円
～

　

フ
ラ
イ
ト
の
予
約
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ロ
ー
ソ
ン
の
店
頭
端
末
Ｌ
ｏ
ｐ
ｐ
ｉ
が
便
利
で

す
。
詳
細
は
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

Ihttp://w
w

w
.jetstar.com

/jp/ja/hom
e

問
合
せ　

県
交
通
政
策
課
☎
０
９
６
（
３
３
３
）

２
１
６
５

　
　
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら

　
ソ
ウ
ル
へ
の
定
期
便
就
航
中

と　

き　

週
３
便　

月
曜　

熊
本
→
ソ
ウ
ル
：
午
後

５
時
30
分
→
７
時　

ソ
ウ
ル
→
熊
本
：
午
後
３
時

→
４
時
30
分　

木
・
土
曜　

熊
本
→
ソ
ウ
ル
：
午

後
０
時
20
分
→
１
時
50
分　

ソ
ウ
ル
→
熊
本
：
午

前
９
時
50
分
→
11
時
20
分

航
空
会
社　

ア
シ
ア
ナ
航
空
熊
本
支
店

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
助
成
制
度　

阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
内
駐
車
場
無
料
（
上
限
有
）、
６
人
以
上
団
体

利
用
５
０
０
０
円
／
人
助
成

※
ソ
ウ
ル
（
仁
川
空
港
）
を
経
由
し
て
、
他
の
国
・

地
域
に
渡
航
す
る
場
合
も
対
象

問
合
せ　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興
協
議
会

事
務
局（
県
交
通
政
策
課
内
）☎
０
９
６（
３
３
３
）

２
１
６
５

　
　
熊
本
～
台
湾
高
雄
線

　
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航

　
「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
台
湾
へ
の
直
行
便
」

の
定
期
便
化
へ
向
け
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
。

と　

き　

就
航
中
～
３
月
末　

週
３
便 

火
、
金
、

日
曜　

高
雄
→
熊
本
：
午
前
６
時
55
分
→
10
時
10

分　

熊
本
→
高
雄
：
午
前
11
時
10
分
→
午
後
１
時

取
扱
旅
行
会
社　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
熊
本
支
店
、
九
州
産

交
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
阪
急
交
通
社

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
助
成
制
度　

阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
内
駐
車
場
無
料
（
上
限
有
）、
６
人
以
上
団
体

利
用
５
０
０
０
円
／
人
助
成

問
合
せ　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興
協
議
会

事
務
局（
県
交
通
政
策
課
内
）☎
０
９
６（
３
３
３
）

２
１
６
５

田中町宅地分譲
■分譲期間　随時受付、随時販売
■物件箇所　八代市田中町地内
■分譲区画数　１区画（左図・下表参照）
■問 合 せ　八代市区画整理課☎ 33-4124
  田中町土地区画整理組合 福島☎ 33-3446用途区域

　第2種中高層専用住宅地
　（建ぺい率60%容積率200%）
校　区　八千把小・八代四中
市営上水道下水道・都市ガス完備
区画道路幅員：5～6m

番号 土 地 面 積 価 格
2-4 358.49㎡（約 108坪） 8,500,000円

田中町土地区画整理事業 保留地位置図
田中東
児童公園

西松屋
しまむら

ゆたか医院
田中町交番

八代横手局

臨港線

2-4

済済済済済

済
済

済

済

留
意
事
項

　

・
事
前
申
込
み
不
要
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

　

・
積
込
み
運
搬
は
引
取
り
者
各
自
の
責
任
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

・
数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
無
く
な
り
次
第
終

了
で
す
。

　

・
伐
木
は
１
～
２
ｍ
程
度
に
切
断
し
て
い
ま
す
。

　

・
適
正
な
引
き
取
り
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
当
方

の
判
断
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

国
土
交
通
省
八
代
河
川
国
道
事
務
所
八
代

出
張
所
☎
32
４
８
９
２
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９
月
20
日
、「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

15
周
年
記
念
と
し
て
、
種
田
山
頭
火
の
手
紙
や

俳
句
な
ど
の
直
筆
資
料
10
点
が
日
奈
久
ゆ
め
倉

庫
に
１
日
限
定
で
展
示
さ
れ
、
多
く
の
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

熊
本
近
代
文
学
館
の
井
上
智と

も
し
げ重

館
長
が
資
料

に
沿
っ
て
熊
本
や
日
奈
久
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

解
説
。「
妻
子
や
世
間
を
捨
て
、
行
乞
の
人
生

を
送
り
、放
浪
の
俳
人
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
」

と
い
う
話
に
参
加
者
は
深
く
う
な
ず
い
て
い
ま

し
た
。

　

鑑
賞
後
は
、
山
頭
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
作
家
で
あ
り
竹
細
工
師
で
も
あ

る
稲
垣
尚な

お
と
も友

さ
ん
が
講
演
。
山
頭
火
の
よ
う
な

考
え
だ
っ
た
ら
、
ま
た
違
っ
た
竹
細
工
人
生
が

あ
っ
た
の
で
は
と
語
り
ま
し
た
。
座
談
会
で
は
、

「
男
っ
て
や
つ
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
・
・
・
」

と
題
し
、
そ
の
言
葉
に
続
く
文
を
参
加
者
が
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

八
代
妙
見
祭
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
「
砥
崎

の
河
原
」
で
、
７
月
中
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か

け
て
電
線
の
地
中
化
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
か
ら
の
要
望
を
受
け
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
熊

本
支
店
が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
水
無
川

右
岸
の
観
覧
席
周
辺
に
あ
る
１
７
０
ｍ
の
電
線

を
地
中
化
し
５
本
の
電
柱
を
撤
去
し
た
た
め
、

す
っ
き
り
と
し
た
景
観
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
祭
り
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
、
短

期
間
の
工
期
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
八
代
営
業

支
店
の
川
嶋
一
敏
支
店
長
は
「
由
緒
あ
る
お
祭

り
の
演
出
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

▲直筆資料を見ながら解説を聞く参加者
▲市フードバレー推進課がスクリーンを使って農産物の輸出現状
　と八代港を活用した今後の取り組みを説明

▲電線の地中化に伴う電柱の撤去作業（10/2）
▲赤いパッケージの「はちべえトマトパン」と新商品「トマトマ
　ドッグ」（手前）

九月は日奈久で山頭火イベント
山頭火の直筆資料鑑賞・山頭火シンポジウム

新たなビジネスの創出を目指す
くまもと県南フードバレーフォーラム

砥崎の河原 すっきり
NTT西日本　電線を地中化

バランスが絶妙  はちべえトマトパン
優良商品賞受賞の報告と新商品披露

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

９
月
24
日
、
千
丁
公
民
館
で
熊
本
県
立
大
学

と
八
代
市
の
共
催
事
業
で
あ
る｢

く
ま
も
と
県

南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
情
報
交
換
会
～｣
が
行
わ
れ
、県
や
市
、

Ｊ
Ａ
職
員
、
商
工
会
会
員
な
ど
約
２
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
か
ら
は
課
題
や
ニ
ー
ズ
の
情

報
を
、
大
学
か
ら
は
研
究
開
発
に
必
要
な
技
術

や
ア
イ
デ
ア
、
蓄
積
さ
れ
た
知
見
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
な
ど
の
情
報
を
出
し
合
い
、
連
携

し
た
取
り
組
み
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
で
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

県
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
室
な
ど
が
県
産
物
の

輸
出
状
況
や
販
路
拡
大
に
向
け
た
今
後
の
取
り

組
み
を
報
告
し
た
後
、
同
大
学
の
教
授
ら
が｢

県
産
農
産
物
の
機
能
性
評
価｣

、｢

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
農
業
の
情
報
発
信
と
農
産
物
販
売
支

援
シ
ス
テ
ム｣

の
研
究
結
果
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

八
代
特
産
の｢

は
ち
べ
え
ト
マ
ト｣

を
使
用

し
た｢

は
ち
べ
え
ト
マ
ト
パ
ン｣

が
、
熊
本
県

優
良
新
商
品
表
彰
事
業
で｢

優
良
商
品
賞｣

を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
開
発
し
た
九

州
福
祉
会
の
増
田
利
明
理
事
長
や
岩
崎
尋と

し
か
ず和

常

務
理
事
、
う
ま
か
屋
元
気
堂
の
橋
本
裕
子
代
表

取
締
役
が
10
月
３
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
中
村

博
生
市
長
に
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

同
商
品
は
、
ト
マ
ト
を
ピ
ュ
ー
レ
状
に
し
、

生
地
に
練
り
込
ん
だ
も
の
で
、
ト
マ
ト
の
酸
味

と
生
地
の
甘
み
、
柔
ら
か
な
食
感
の
バ
ラ
ン
ス

が
絶
妙
で
す
。

　

ま
た
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
開

発
さ
れ
た
新
商
品
の
お
披
露
目
も
あ
り
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
生
地
に
ト
マ
ト
を
練
り
込

み
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
キ
ャ
ベ
ツ
を
挟
み
、
ト
マ

ト
ソ
ー
ス
と
マ
ス
タ
ー
ド
で
味
付
け
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
村
市
長
が｢

ト
マ
ト
マ
ド
ッ
グ｣

と

命
名
。
今
後
、
八
代
よ
か
と
こ
物
産
館
や
道
の

駅
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

住宅用火災警報器・消火器の贈呈式

オーストラリアの高校生が日本文化を体験青年海外協力隊としてセネガルへ

鏡小学校敷地内通路の舗装寄附

ふるさとエコカルタなどを寄贈

▲「地域の人と一緒に進めていくことが必要」と
　語る田中徹氏

▲橋本昭則予防課長から消火器などを受け取
　る平田啓爾会長

▲箏の演奏にも挑戦▲中村市長へ報告に訪れた宇佐美里子さん（右）

▲感謝状を受け取った
　古島規雄さん

▲舗装された通路

▲赤い箱が「ふるさとエコカルタ」

　

鏡
小
学
校
敷
地
内
通
路
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
（
全

長
約
55
ｍ
、幅
１
・
３
～
３
・
１
ｍ
）
と
側
溝
（
長
さ
２
・

５
ｍ
）
を
寄
付
し
た
鏡
町
の
古
島
規
雄
さ
ん
に
対
し
、

９
月
11
日
、
全
児
童
が
集
ま
っ
た
鏡
小
学
校
体
育
館
で

三
島
和
也
学
校
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
校
の
校
門
か
ら
玄
関
前
ま
で
は
土
の
通
路
で
あ
っ

た
た
め
、
雨
天
時
は
、
児
童
の
靴
や
玄
関
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
が
ぬ
か
る
ん
だ
土
で
汚
れ
て
い
ま
し
た
。
古
島
さ

ん
は
「
児
童
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
寄

附
を
申
し
出
ま
し
た
。

　

６
年
の
槌
田
幸さ

ら良
さ
ん
が
代
表
し
て
「
雨
で
も
靴
が

汚
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
気
持
ち
が
良
い
で
す
」
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
会
」
が
「
ふ
る
さ
と

エ
コ
カ
ル
タ
」
と
「
八
代
地
域
の
希
少
生
物
カ
ル
タ
」

を
市
内
の
小
中
学
校
や
図
書
館
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な

り
９
月
19
日
、
カ
ル
タ
の
文
言
や
挿
絵
の
作
成
で
協
力

し
た
八
代
農
業
高
校
美
術
部
の
３
人
と
八
代
工
業
高
校

イ
ン
テ
リ
ア
科
の
３
人
が
、
中
村
市
長
に
54
箱
の
カ
ル

タ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
環
境
活

動
助
成
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
３
年
が
か
り
で
作
成

し
た
も
の
で
す
。

　

八
代
工
業
高
校
２
年
の
中
野
未み

ゆ悠
さ
ん
は「
希
少
生
物

の
タ
イ
ラ
ギ
の
札
を
作
成
し
ま
し
た
。初
め
て
な
の
で
、

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
絵
を
描
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
「
八

代
と
ん
ち
の
さ
ん
ち　

彦
一
と
ん
ち
話
を
八
代
の
観
光

づ
く
り
に
活
か
す
」
講
演
会
・
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、

飲
食
業
や
旅
館
業
者
、
商
工
・
観
光
関
係
者
な
ど
約
30

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
九
州
の
田
中
徹
地

域
振
興
部
長
が
講
演
。「
情
報
発
信
・
呼
び
込
み
型
か

ら
、
お
も
て
な
し
・
受
け
入
れ
型
の
観
光
へ
と
形
態
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
が
彦
一
を
取

り
入
れ
た
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
観
光
振
興
に
つ

な
が
っ
て
い
く
」
と
の
話
に
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
る

な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
消
防
機
器
協
会
「
社
会
貢
献
委
員
会
」
が
実
施

し
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
住
宅
用
消
火
器
の
配

布
モ
デ
ル
事
業
に
日
奈
久
校
区
が
選
定
さ
れ
、
９
月
12

日
、南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
奈
久
校
区
の
町
内
会
長
な
ど
約
20
人
が
出
席
。
八

代
広
域
行
政
事
務
組
合
の
橋
本
昭
則
予
防
課
長
か
ら
日

奈
久
校
区
住
民
自
治
会
の
平
田
啓け

い

爾じ

会
長
に
警
報
器

１
０
０
個
と
消
火
器
25
本
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
平
田
会

長
は
「
早
速
活
用
し
て
、
１
軒
で
も
多
く
設
置
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
今
後
、

未
設
置
の
高
齢
者
世
帯
で
順
次
取
り
付
け
作
業
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

９
月
18
日
と
19
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ

ン
の
サ
ン
シ
ス
ト
校
の
高
校
生
14
人
と
教
師
３
人
が
八

代
白
百
合
学
園
高
校
を
訪
問
し
、
日
本
文
化
を
体
験
し

た
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

外
国
人
観
光
客
誘
致
の
た
め
に
県
が
行
っ
て
い
る
豪

州
学
習
旅
行
誘
致
事
業
の
一
環
で
、
八
代
白
百
合
学
園

高
校
と
し
て
は
初
め
て
の
英
語
圏
の
学
校
と
の
交
流
と

な
り
ま
す
。

　

19
日
は
授
業
を
体
験
し
た
後
、
茶
道
、
着
付
け
、
箏

曲
、
華
道
、
書
道
を
体
験
し
ま
し
た
。
ア
デ
ル
・
フ
ァ

ン
・
ダ
ー
・
ヴ
ィ
ン
デ
ン
さ
ん
は
「
全
て
の
体
験
が
面

白
く
て
興
味
深
か
っ
た
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
か
ら
２
年
間
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

西
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
に
派
遣
が
決
ま
っ
た
植
柳
下

町
の
宇
佐
美
里
子
さ
ん
が
９
月
19
日
、
市
役
所
を
訪
れ

市
長
に
出
発
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
実
施
す
る

事
業
で
、
宇
佐
美
さ
ん
は
現
地
の
教
育
委
員
会
に
在
席

し
、
小
中
学
校
を
巡
回
し
な
が
ら
授
業
を
し
た
り
運
動

会
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
の
企
画
を
す
る
予
定
。「
中

学
生
の
頃
か
ら
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
あ
こ
が
れ
て
い

ま
し
た
。自
分
の
や
り
た
か
っ
た
活
動
が
で
き
る
の
で
、

健
康
に
気
を
つ
け
て
２
年
間
頑
張
っ
て
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

彦一とんち話を観光づくりに活かそう
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八代海 河川・浜辺の大そうじ大会

五家荘の日

八代自動車学校から反射タスキの贈呈

環境美化推進善行者を表彰蓄光タイプ手すりカバーを寄附

▲袋いっぱいにごみを拾い集める参加者

▲昔は真剣で舞ったという葉木神楽

▲贈呈に訪れた左から柳田充彦総務部長、住田
　正剛校長、吉永富二夫代表取締役社長

▲表彰を受けた皆さん▲北岡教育部長へ手すりカバーを手渡した
　萩平社長（右）

　

９
月
28
日
、「
八
代
海 

河
川
・
浜
辺
の
大
そ
う
じ
大

会
」
が
行
わ
れ
、
市
民
や
市
内
企
業
、
官
公
庁
な
ど
か

ら
約
１
２
０
人
が
八
代
海
沿
岸
の
市
内
３
カ
所
に
分
か

れ
て
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
八
代
海
北
部
沿
岸
都
市
」
地
域
連
携
創
造
会
議
と

次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
会
が
、
八
代
海
の
再
生
へ

の
意
識
を
高
め
よ
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
の
藤
田
康こ

う

嗣し

く
ん
（
第
七
中
学
校
１
年
）
は

「
流
れ
着
い
て
い
た
大
き
な
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
驚
い

た
。
浜
辺
が
き
れ
い
に
な
り
、
す
っ
き
り
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
種
類
調
査
が
行
わ
れ
た
後
に

万
葉
の
里
公
園
に
運
ば
れ
、
分
別
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
五
家
荘
の
日
」
が
、
10
月
５
日
に
振
興
セ
ン
タ
ー

五
家
荘
（
旧
泉
第
七
小
学
校
）
で
行
わ
れ
、
県
内
外
か

ら
約
１
５
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　

こ
れ
は
、
平
成
22
年
に
人
吉
か
ら
椎
原
ま
で
バ
ス
路

線
が
延
伸
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
五
家
荘
地
域
振

興
会
が
平
成
23
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
樅
木
神
楽
、
葉
木
神
楽
、
久
連
子
古
代
踊

り
な
ど
の
披
露
や
椎
茸
う
ど
ん
の
早
食
い
大
会
、
ご
飯

の
お
か
ず
「
飯め

し

ん
し
ゃ
」
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

千
丁
町
の
辻
本
敏
子
さ
ん
は
「
五
家
荘
の
魅
力
に
触

れ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
の
ス
リ
ー
ダ
イ
ン
か
ら

市
教
育
委
員
会
へ
「
蓄
光
タ
イ
プ
手
す
り
カ
バ
ー
」
91

個
が
寄
附
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
10
月
８
日
、
太
田
郷

公
民
館
で
受
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

手
す
り
カ
バ
ー
の
商
品
名
は「
グ
リ
ー
ム
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」

で
、
長
さ
は
12
㎝
。
20
分
間
光
に
当
た
る
と
10
時
間
の

視
認
性
を
確
保
で
き
る
と
い
う
点
で
、
熊
本
県
新
事
業

支
援
調
達
制
度
の
認
定
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。太
田
郷
・

代
陽
・
植
柳
・
坂
本
公
民
館
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

同
社
の
萩
平
浩
二
社
長
は
「
防
災
意
識
の
向
上
と
節

電
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
北
岡
博
教

育
部
長
は
「
公
民
館
は
避
難
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る

の
で
、防
災
面
で
も
心
強
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
八
代
自
動
車
学
校
の
吉
永
富
二

夫
代
表
取
締
役
社
長
ら
３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
中
村

博
生
市
長
に
反
射
タ
ス
キ
５
０
０
本
の
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、同
学
校
が
創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

交
通
安
全
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

中
村
市
長
は
「
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
は
依
然
と

し
て
多
い
。
い
た
だ
い
た
反
射
タ
ス
キ
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
い
ろ
ん
な
年
代
を
対
象
と
し
た
交
通
安

全
教
室
な
ど
で
活
用
し
ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、
環
境
美
化
推
進
善
行
者
表
彰
式
が
や
つ

し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
個
人
21
人
と
８

団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
の
環
境
美
化
の
推
進
に
貢
献
し
、
住
み

よ
い
奇
麗
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
る
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
昭
和
51
年
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
８
９
０
人
、
３
０
６
団
体
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

中
村
博
生
市
長
は｢

皆
さ
ん
の
環
境
美
化
に
対
す
る

活
動
は
市
民
の
模
範
と
な
り
、
環
境
へ
の
意
識
の
向
上

に
つ
な
が
る｣

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

Town
   opics

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

境 敏子さん
（本町一丁目）

大正３年１０月２日生
　

現
在
、
施
設
で
生
活
し
て
い
る
敏
子
さ

ん
。
１
人
娘
と
し
て
氷
川
町
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。
結
婚
後
６
人
の
子
ど
も
を
授

か
り
、
農
業
や
雑
貨
屋
の
仕
事
を
し
な
が

ら
子
育
て
を
し
ま
し
た
。

　

趣
味
は
折
り
紙
で
置
物
を
作
る
こ
と

で
、
２
年
ほ
ど
前
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

現
在
は
読
書
を
楽
し
ん
で
お
り
、
中
で
も

推
理
小
説
が
好
き
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は｢

毎
朝
歩
い
た
り
、
95

歳
ま
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
体
を
動
か

し
て
い
た
か
ら｣

。

100 歳おめでとうございます
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                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市
◎EM ボカシの作り方・使い方講座
日時／11月14日㈮　午後1時30分～3時 
場所／やつしろハーモニーホール
内容／EM（有用微生物群）を使った講座
定員／20 人程度（要申込）
入場無料
問合せ／八代 EM 環境浄化の会
　　　酒井☎31-7886

◎大正琴 無料体験見学会
日時／11 月 10 日㈪
　　　午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分
場所／八千把公民館
内容／大正琴に触れ音楽を楽しむ（2曲演奏）
その他／無料貸出
問合せ／石村☎090-7440-0083

　

　
◎東高マーケット 2014
期日／11月29日㈯～30日㈰
場所／やつしろハーモニーホール
問合せ／八代東高等学校☎33-1600

◎中国映画鑑賞会 ｢孔雀｣
日時／11月15日㈯　午後 2時～
場所／厚生会館
定員／50人
入場無料、申込不要
問合せ／水本☎090-2097-9433

◎第8回 さわやか大学八代校 OB作品展
日時／11月11日㈫～15日㈯
　　　午前 10 時～午後 5 時
　　　（15 日は午後 4 時まで）
場所／東京画廊シャディ（西松江城町2-4）
内容／絵画、写真、陶芸、手芸、書道
入場無料
問合せ／森☎34-4878

◎代陽着付けクラブ（代陽公民館講座）
日時／毎月第 1・2 火曜日
　　　午後 2 時～ 3 時 30 分
場所／代陽公民館
内容／普段着から礼装まで。仮紐 2 本を使
　　　い帯を傷めない帯結び。着物持参
定員／10 人
費用／月1,500 円
問合せ／小嶋☎35-9726

◎五家荘伝説歴史講座
日時／11月5日㈬・19日㈬ 、12月5日㈮・
　　　19日㈮　午後2時～3時
場所／有佐駅前公民館
問合せ／石田☎52-8216

◎第 23 回 熊本奎星会書道展
日時／11 月 1 日㈯～ 7 日㈮
　　　午前 10 時～午後 5 時
　　　（7 日は午後 4 時まで）
場所／東京画廊シャディ（西松江城町2-4）
内容／書
入場無料
問合せ／中村☎31-7276

◎国際ソロプチミスト八代 チャリティーバザー
日時／11月22日㈯　午前11時～午後1時
場所／肥後銀行八代支店前
　　　（雨天時は本町アーケード内）
問合せ／松田☎090-1874-3580

◎糖尿病週間と第37回市民公開講座
期日／11月12日㈬

【糖尿病週間】
　午後1時30分～4時  2階健康管理センター
　血糖・肥満度検査、血圧測定、医療相談など

【市民公開講座】
　午後6時～7時  14階熊本総合病院ホール
　｢糖尿病に負けないために～血糖値について考えよう｣
入場無料
問合せ／熊本総合病院☎32-7111（内線 296）

◎カラーズ  ミニバレー会員募集
日時／毎週水曜日　午後8時～9時30分
場所／総合体育館
対象／40 歳以上の女性（初心者大歓迎）
費用／3カ月1,000円（初回保険料500円）
その他／試合には参加しません
問合せ／橋口☎080-3578-6913

◎中九州短期大学 公開講座
日時／12月6日㈯

【子どもの育ちを“受け止める”】
　　午後1時～2時10分

【ボランティア活動のススメ】
　　午後2時30分～3時40分
場所／中九州短期大学
定員／各 30 人
参加無料
問合せ／中九州短期大学 公開講座担当
　　　☎34-7651

◎子育てセミナー｢変わるときは成長期（反抗）｣
日時／11月16日㈰ 午後1時30分～3時
場所／やつしろハーモニーホール
講師／倫理研究所 橋本多實子氏
対象／高校生までの子どもがいる親
費用／200 円（資料代）
問合せ／家庭倫理の会 林田☎090-4775-6184

◎熊本高専 社会人講座
①｢3D-CADによる設計・試作講座｣
日時／12月6㈯・13㈯・20日㈯、平成27年1月
　　　10日㈯　午前9時～午後5時（全4回）
内容／3D-CAD ソフトを使用し、機械
　　　部品の設計と組み立てを学び製作。
　　　最新機械の工場見学あり
②｢建設分野や環境分野での衛星利活用技術｣
日時／平成27年1月23日㈮ 午後1時～5時
内容／測定分野でも利用される GPS の最
　　　新技術と今後の動向について解説

場所／熊本高専八代キャンパス
対象／社会人・一般人（主としてエンジ
　　　ニアや教員など）PC の簡単な操
　　　作ができる人
定員／① 20 人　② 30 人
費用／各 1,000 円
申込／希望講座名、氏名、住所、電話番号、
　　　年齢、性別、所属企業と担当者連絡先
　　　（企業申込みの場合）を明記し、郵便
　　　か FAX またはメールで申込み
締切／①11月14日㈮　②12月26日㈮
申込・問合せ／〒861-1102 合志市須屋2659-2
　　　熊本高等専門学校（熊本キャンパス）
　　　総務課研究推進係
　　　☎096-242-6433
　　　FAX:096-242-5503
　　　E-mail:koukai@kumamoto-nct.ac.jp

　
◎いきいき民謡舞踊教室
期日／毎月 4 回（週 1 回）
場所／鏡町農事研修センター、太田郷・
　　　金剛・二見公民館
内容／初心者や高齢者に負担のかからな
　　　い曲で踊ります
対象／幼児～大人（小中学生も可）
定員／10 人
費用／4,000円（冷暖房費、施設使用料込）
その他／稽古着は浴衣他
問合せ／宮崎☎53-9690

◎八代市日本舞踊 鏡町こども会
日時／毎月 2 回（土曜日の午前か午後）
場所／鏡町農事研修センター、太田郷・
　　　金剛・二見公民館
内容／文化庁委嘱事業の伝統文化親子教室
対象／幼児～高校生
定員／30 人
参加無料
その他／稽古着・下着・小物類は無料賃借
問合せ／宮崎☎53-9690

◎元郵便局長 3人展
日時／11 月 18 日㈫～ 24 日㈪  
　　　午前 10 時～午後 5 時
　　　（24 日は午後 4 時まで）
場所／東京画廊シャディ（西松江城町 2-4）
内容／戯画や洋画、焼き物の展示
入場無料
問合せ／吉田☎32-6308

◎ボランティア（あしなが）Pウォーク10
日時／11 月 9 日㈰
　　　午前 10 時開会（受付 9 時～）
場所／球磨川河川緑地
内容／約 10km を歩く遺児支援活動
費用／大人500 円、中高生300 円
　　　小学生以下100円（保険・資料代）
その他／当日、受付窓口へお越しください
問合せ／柴田☎090-4585-1991

◎わいわい工作・実験フェスティバル2014
日時／11月16日㈰ 午前10時～午後3時
場所／熊本高専八代キャンパス
内容／科学品の展示と工作教室、実験など
　　　（自作工作物は持ち帰り可）
参加無料、申込不要、駐車場有
問合せ／熊本高専八代キャンパス 畑中☎53-1390

◎熊本労災病院 開院60周年記念講演会
｢がんと向き合って｣
日時／11月29日㈯　午後2時～4時
場所／厚生会館
講師／ジャーナリスト・鳥越俊太郎氏
対象／どなたでも
参加無料
問合せ／熊本労災病院 総務課
　　　鳥越☎33-4151 ㈹

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★ 1月号の掲載申込締切は、11/26 ㈬です。

伝言板
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松
浜
軒
で
は
、
企
画
展
「
日
本
の
陶
磁
器
―
懐か
い
せ
き石
の

う
つ
わ
と
茶ち
ゃ
き器
―
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
松
井
家
に

は
、
茶
会
や
宴
席
で
賓
客
を
も
て
な
す
器
が
調
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
美
濃
や
瀬
戸
か
ら
九
州
に
至

る
ま
で
、
各
地
の
名
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
日
は
、
そ
の
中
か
ら
志し

の野
の
角
皿
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。「
志
野
」
は
、
桃
山
時
代
（
16
世
紀
の
終
わ

り
頃
）、
美
濃
（
岐
阜
県
南
東
部
）
で
焼
か
れ
は
じ
め

ま
し
た
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
鉄
分
の
少
な
い
白
い

素
地
に
長
ち
ょ
う
せ
き
ゆ
う

石
釉
（
志
野
釉
）
を
掛
け
た
、
日
本
で
最
初

の
白
い
や
き
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

懐石のうつわ

企画展　「日本の陶磁器―懐石のうつわと茶器―」
と　き　開催中～27年 1月中旬
　　　　9:00～ 17:00　（入場16:30まで）
ところ　松浜軒／松井文庫
閉園日　毎週月曜　祝日の場合はその翌日
観覧料　一般300円　小中学生150円
問合せ　松浜軒☎33-0171

「志野 鉄絵花文角皿」　桃山時代（17 世紀初）
　中央に「岩に牡丹」、上下に「鳳凰」と「龍」、左右に「桐唐草」を

鉄絵で描く

松浜軒／松井文庫の至宝

　
博
物
館
秋
季
特
別
展
覧
会

　
も
の
の
ふ
の
美
と
心

　
　
―
八
代
城
主
・
松
井
家
の
刀
剣
と
刀
装
具
―

　

肥
後
細
川
藩
の
筆
頭
家
老
で
八
代
城
を
あ
ず
か
っ
た
松
井
家
に
は
、
中
世
以

来
の
名
刀
が
多
数
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、
実
戦
に
適
し
た
「
用

の
美
」
を
備
え
た
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
刀
身
を
収
め
る
刀

装
具
（
拵
）
は
、
肥
後
金
工
師
に
よ
る
装
飾
金
具
を
用
い
た
「
肥
後
拵
」。
茶

人
細
川
三
斎
の
好
み
を
伝
え
る
侘
び
た
趣
が
、
全
国
の
刀
剣
フ
ァ
ン
を
う
な
ら

せ
ま
す
。
本
展
覧
会
は
、
松
井
文
庫
が
所
蔵
す
る
刀
剣
・
刀
装
具
の
全
貌
を
、

八
代
で
は
じ
め
て
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

と
　
き　

開
催
中
～
11
月
30
日
㈰

休
館
日　

11
月
４
日
㈫
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、
25
日
㈫

観
覧
料　

一　

般　

６
０
０
円
（
４
８
０
円
）

　
　
　
　

高
大
生　

４
０
０
円
（
３
２
０
円
）　

※
中
学
生
以
下
無
料　

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
文
化
の
日
11
月
３
日
㈪
は
無
料
開
放

主
　
催　

市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
八
代
市
、
松
井
文
庫
、
熊

本
日
日
新
聞
社

協
　
賛　

宮
嶋
利
治
学
術
財
団

■
特
別
講
演
会
「
戦
国
時
代
の
松
井
家
」

と
　
き　

11
月
29
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３
時　

と
こ
ろ　

博
物
館
講
義
室

講
　
師　

林
千
寿
（
博
物
館
学
芸
員
）　　

 

※
事
前
申
込
み
不
要
・
参
加
無
料

■
実
演
講
座
「
刀
剣
研
磨
師
の
し
ご
と
」

と
　
き　

11
月
15
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３
時　

と
こ
ろ　

博
物
館
講
義
室

講
　
師　

正
海
郁
雄 

氏
（
刀
剣
研
磨
師
）　

※
事
前
申
込
み
不
要
・
参
加
無
料

問
合
せ　

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

刀
　
無
銘
　
助
真
（
鎌
倉
時
代
）

　

当
時
、
中
国
の
明
で
は
、
白
地
に
コ
バ
ル
ト
顔
料
で

絵
を
描
い
た
青
花
（
日
本
で
い
う
染
付
）
が
焼
か
れ
、

広
く
海
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
志
野
で
は
、
コ

バ
ル
ト
の
か
わ
り
に
鉄
絵
の
具
を
用
い
た
作
品
が
焼
か

れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
本
場
中
国
の
端
正
な
姿
に
は

遠
く
及
び
ま
せ
ん
が
、
斑
ま
だ
らに

な
っ
た
白は

く
だ
く
ゆ
う

濁
釉
や
釉ゆ

う
や
く薬

の

下
に
お
ぼ
ろ
げ
に
浮
か
ぶ
鉄て
つ
え絵

の
風
情
は
、
逆
に
わ
が

国
独
特
の
「
わ
び
茶
」
の
精
神
に
か
な
い
、
志
野
は
一

躍
桃
山
茶
陶
の
中
心
に
躍
り
出
た
の
で
し
た
。

（
博
物
館
学
芸
員　

石
原 

浩
）
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